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概概概概概概要要要要要要

ClearQuest インフォメーション センターの「全文検索の構成と保守」セクションに記載され
た一切のツールは、このツール、および本書で説明するコマンド行オプションによって置き
換えられます。 本書では、詳細に関して ClearQuest インフォメーション センター、または
developerWorks にある全文検索ホワイト ペーパーを参照するようにお願いすることがありま
すが、特に指示されない限り古いツールは使用しないでください。

IBM® Rational® ClearQuest® 全文検索アドミニストレーターは、IBM Rational ClearQuest V7.1.1
の全文検索機能をセットアップ、構成、および管理するために役立つツールです。本書ではコ
マンド行オプションについて説明し、このツールの管理方法に関するシナリオをリストしてい
ます。

このツールは、ClearQuest 7.1.x に付属する cqtssetup.pl および cqtsdbcrawler.pl などの全文検索
ツールに取って代わるものです。このツールを使用することにより、全文検索のセットアップ
および構成に関する複雑さや低レベルの詳細を意識する必要がなくなります。読者は、
ClearQuest の全文検索機能を熟知しているものと想定されています。ClearQuest 全文検索の詳細
を記述するリソースとして、次の 2 つがあります。

インフォメー
ション センター

https://publib.boulder.ibm.com/infocenter/cqhelp/v7r1m0/index.jsp?topic=/
com.ibm.rational.clearquest.webadmin.doc/topics/c_fts_admin_intro.htm

developerWorks® http://www.ibm.com/developerworks/views/rational/libraryview.jsp?
product_by=P%3ARational+ClearQuest&search_by=full-text+search

本書を読んだりこのツールを使用したりする前に、少なくとも、developerWorks のこの記事の最
初の 2 つの部分を読むことをお勧めします。

全文検索アドミニストレーター ツールを使用するためには、ClearQuest 7.1.1 以降をインストー
ルするときに ClearQuest 全文検索をインストールしておく必要があります。

始始始始始始めめめめめめにににににに
全文検索アドミニストレーター ツールは、以下のコンポーネントからなります。

 cqtsadmin.pl – 全文検索をセットアップおよび管理するための Perl スクリプト 。

 cqtsadmin-dbset-userdb.xml – 全文検索のデプロイメントに関するデータを提供し、維持す
る、cqtsadmin.pl によって生成される XML ファイル。

cqtsadmin.pl のののののの使使使使使使用用用用用用法法法法法法
全文検索機能をインストールした後で、ClearQuest ディレクトリから次のコマンドを実行してく
ださい。

cqperl cqtsadmin.pl arg1 … argN
ヘルプを表示するためには、次のように入力します。

cqperl cqtsadmin.pl --help
完全な構文と使用可能なコマンド行オプションは、本書に記載されています。

cqtsadmin.pl ののののののググググググロロロロロローーーーーーババババババルルルルルル化化化化化化
英語以外のオペレーティング システムで cqtsadmin.pl を使用するためには、LANGUAGE シス
テム環境変数を以下のいずれかの値に設定してください。
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LANGUAGE のののののの値値値値値値 対対対対対対応応応応応応すすすすすするるるるるる言言言言言言語語語語語語

en 英語 (米国) (デフォルト)

de ドイツ語 (ドイツ)

fr フランス語 (フランス)

it イタリア語 (イタリア)

br ポルトガル語 (ブラジル)

es スペイン語 (スペイン)

cn 中国語 (簡体字) (中国)

hk 中国語 (繁体字) (香港特別行政区)

tw 中国語 (繁体字) (台湾) (「hk」と同じ)

ja 日本語 (日本)

ko 韓国語 (韓国)

デフォルトは英語です。サポートされない値を入力すると、cqtsadmin.pl はエラー メッセージ
(英語) を出して失敗します。

cqtsadmin.pl ツールは、この環境変数を利用して、使用する言語を判別します。この変数は通
常、UNIX® では設定され、Microsoft® Windows® では設定されません。出力が自国語で表示さ
れない場合、このツールを使用する前にこの環境変数を設定する必要があります。

cqtsadmin-dbset-userdb.xml
cqtsadmin-dbset-userdb.xml は、デプロイメントに関するデータを保持する全文検索アド
ミニストレーター構成ファイルです。このファイルは cqtsadmin.pl によって使用されるもの
で、オペレーティング システムおよび ClearQuest ユーザー データベースに基づいて自動的に生
成されます。全文検索に対応するユーザー データベースごとに、別個の構成ファイルが生成さ
れ、維持されます。このファイルはカスタマイズできますが、通常はデフォルト値を変更する
必要はありません。

cqtsadmin-dbset-userdb.xml ににににににつつつつつついいいいいいてててててて
全文検索アドミニストレーター構成ファイルには、デプロイメントに関する各種のデフォルト
値が保持されます。それらのデフォルト値の中には読み取り専用のものもありますが、ほとん
どの値は、デプロイメントをさらに調整するために変更できます。

構成ファイルは XML エレメントからなります。各 XML エレメントは、以下の XML タグがエ
レメントに関する追加情報を提供するための設定を表します。

タタタタタタググググググ名名名名名名 説説説説説説明明明明明明

<description> この構成エレメントの目的を説明します。

<note> このタグに関する、注目すべき追加情報を提供します。

<defaultValue> この XML タグのデフォルト値を保持します。この値は、XML タグ
<newValue> で置き換え値を指定しない場合に使用されます。

<newValue
required="yes">

(XML タグ <defaultValue> のデフォルト値を置き換える) 指定したいオー
バーライド値を保持します。<defaultValue> の値が不適切な場合、
<newValue> 内のデプロイメントに固有の値が、コマンド行オプションで
指定したパラメータに基づいて設定されるか、ClearQuest データベース
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またはオペレーティング システムから収集されます。必須構成エレメン
トには、フラグとして XML 属性 <newValue required="yes"> が立てられ
ます。

cqtsadmin-dbset-userdb.xml 構構構構構構成成成成成成可可可可可可能能能能能能エエエエエエレレレレレレメメメメメメンンンンンントトトトトトのののののの検検検検検検査査査査査査
cqtsadmin-dbset-userdb.xml ファイルには、各構成エレメントに関する XML タグ
<description> と <note> による短い記述が含まれます。各構成エレメントの完全な説明を以下の
表に示します。

タタタタタタググググググ名名名名名名 説説説説説説明明明明明明 注注注注注注

<dbSet> ClearQuest データ
ベース セット
名。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

このタグの値は、初期セットアップ時に
cqtsadmin.pl に対するコマンド行引数で指定し
た、ClearQuest データベース セットに基づいて
決まります。

<userDB> ClearQuest ユー
ザー データベー
ス名。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

このタグの値は、初期セットアップ時に
cqtsadmin.pl に対するコマンド行引数で指定し
た、ClearQuest ユーザー データベース名に基づ
いて決まります。

<siteName> ClearQuest サイト
名。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

このタグの値は、ClearQuest データベース タイ
プに基づいて決まります。データベースのレプ
リカが作成されない場合、値は &lt;local&gt;
(つまり、<local>) です。それ以外の場合、値は
マスタ レプリカの名前です。

<enableAtSites> ClearQuest 全文検
索が有効なサイ
トのコンマ区切
りリスト。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

このタグの値は、ClearQuest データベース タイ
プに基づいて決まります。データベースのレプ
リカが作成されない場合、この値は無視されま
す。データベースのレプリカが作成される場合
には、デフォルト値は空になります。つまり、
すべてのサイトで ClearQuest 全文検索が有効に
なります。

選択したサイトで ClearQuest 全文検索を有効に
するには、区切り文字としてコンマを使用して
この XML タグでサイト名をリストしてくださ
い。

<entityFile> ClearQuest 全文検
索エンティティ
ファイル。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

© Copyright IBM Corp. 2010 4 of 55



IBM Rational ClearQuest 7.1.1: 全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索アアアアアアドドドドドドミミミミミミニニニニニニスススススストトトトトトレレレレレレーーーーーータタタタタターーーーーー ユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーーズズズズズズ ガガガガガガイイイイイイドドドドドド

このタグの値には、ClearQuest 全文検索デプロ
イメント用に自動生成されたエンティティ
ファイルへのパスが保持されます。デフォルト
ファイルは Entity-dbset-userdb.txt です。これ
は、検索対象のレコード タイプとフィールド
をリストするテキスト ファイルです。

検索対象のレコード タイプまたはフィールド
を制限するには、検索可能にしたくないレコー
ド タイプまたはフィールドを削除してくださ
い。

<ftsWASProfileName> ClearQuest 全文検
索 WebSphere®
Application Server
プロファイル
名。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

2 つ以上の ClearQuest ユーザー データベース用
に ClearQuest 全文検索をデプロイしている場合
には、このツールを使用して、デプロイメント
ごとに別個の WebSphere Application Server プロ
ファイルを作成してください。このタグの値に
はプロファイル名が保持されます。

プロファイルの命名規則は cqsearchprofile_db-
set-name_user-db-nameです (db-set-name と user-
db-name は、cqtsadmin.plに渡されたコマンド
行パラメータによって決まります。

得られたプロファイル名が 27 文字を超える場
合、cqsearchprofile は cqfts に短縮されます。

それでもプロファイル名が 27 文字を超える場
合には、db-set-name または user-db-name を短縮
してください。それが不可能な場合には、この
XML タグの値を、全文検索がデプロイされて
いるコンピュータで固有のプロファイル名 (例
えば、MyProfile_1) で置き換えて、独自のプ
ロファイル名を指定してください。

<ftsWASProfilePort> ClearQuest 全文検
索 WAS プロファ
イル ポート番
号。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

初期 cqsearchprofile の場合のデフォルト値は
14080 ですが、アスタリスク (*) に置き換えら
れます。アスタリスクを使用すると、
cqtsadmin.pl が WAS プロファイル名に基づい
て値を決定します。

新規 WAS プロファイルを作成している場合に
は、このタグのために固有の値が自動生成され
ます。

<ftsWASProfileMax
HeapSize>

WAS プロファイ
ルの最大 JVM
ヒープ サイズ (メ
ガバイト (MB) 単
位)。

このタグのデフォルト値は空になっています。
つまり、JVM の最大ヒープ サイズ (300 MB) が
使用されます。

インデックス付け中 (特に、バッチ インデック
ス付け中) に「メモリ不足」エラーが発生した
場合、ヒープ サイズを大きくすると問題が解
消します。32 ビット オペレーティング システ
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ムでの最大値は 2048 MB です。

<ftsServerName> この ClearQuest
全文検索デプロ
イメントが設定
されるホストま
たはサーバーの
名前。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

このタグの値は、全文検索がデプロイされる
サーバー名に設定されます。この名前は、コン
ピュータを名前変更したり異なる名前のサー
バーにデプロイメントを移動したりする場合に
のみ変更してください。

「cqsearchprofile」用の共有 ClearQuest データ
ベース構成のロード バランシングを行う場
合、またはそのレプリカを作成する場合には、
完全修飾ホスト名を指定する必要があります。

<enableCQFTS> 「true」に設定す
ると、ClearQuest
Web で [全全全全全全文文文文文文] ラ
ジオ ボタンを使
用できるように
なります。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

このタグには、「true」とその他の値 (または空
白) の 2 つの値があります。「true」に設定する
と、セットアップ中に ClearQuest Web で [全全全全全全文文文文文文]
ラジオ ボタンを使用できるようになります。
それ以外の場合、このステップはスキップされ
ます。

セットアップを詳細に制御する必要がある場
合、または問題を解決しようとしている場合以
外は、このタグの値を変更しないでください。

警告: ユーザー データベースが部分的または全
体的にインデックス付けされているが、レプリ
カは作成されていない場合、この値を「false」
に (つまり、ラジオ ボタンを使用不可に) 設定
しないでください。ラジオ ボタンを使用不可
にすると、レプリカが作成されていない
ClearQuest データベースの oplog 生成が無効に
なります。したがって、ClearQuest レコードに
対して行った変更は全文検索で把握されず、変
更済みのレコードには再インデックス付けが行
われません。この値を「false」に設定した場合
にレコードが変更されたときには、データベー
ス全体を再インデックス付けする必要がありま
す。

この値を「false」にする必要がある場合には、
値が「true」にリセットされる ([全全全全全全文文文文文文] ラジオ
ボタンが再び使用可能になる) まで ClearQuest
レコードの変更を避ける必要があります。

<runBatchIndex> 「true」に設定す
ると、ClearQuest
全文検索のセッ
トアップ中に
バッチ インデッ
クス付けを開始
できるようにな
ります。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

このタグには、「true」とその他の値 (または空
白) の 2 つの値があります。「true」に設定する
と、セットアップ中にバッチ モードのインデ
クサが実行されます。それ以外の場合、このス
テップはスキップされます。
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バッチ インデックス付けをスキップすると、
既存のすべてのレコードはインデックス付けさ
れず、検索できなくなります。したがって、検
索結果が不完全になります。

<startUpdateIndex> 「true」に設定す
ると、ClearQuest
全文検索のセッ
トアップ中に更
新インデックス
付けを開始でき
るようになりま
す。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

このタグには、「true」とその他の値 (または空
白) の 2 つの値があります。「true」に設定する
と、更新モードのインデクサが WAS プロファ
イル開始時にロードされるように構成されま
す。それ以外の場合、このステップはスキップ
されます。

更新インデックス付けをスキップすると、修正
または新規追加されたすべてのレコードは初期
バッチ インデックス付け後にはインデックス
付けされず、検索できなくなります。したがっ
て、検索結果が不完全になります。

<batchIndexJVMParm> バッチ モードの
インデクサに
よって使用され
る JVM パラメー
タ設定。

このタグのデフォルト値は空になっています。
つまり、バッチ モードのインデクサには JVM
パラメータが渡されません。

バッチ インデックス付け中に「メモリ不足」
エラーが発生した場合、この値を指定してヒー
プ サイズを大きくすると問題が解消します。
32 ビット オペレーティング システムでの最大
値は 2048 MB です。

この JVM パラメータ値はそのままバッチ モー
ドのインデクサに渡されるため、JVM 仕様に
従って正しい値を使用してください。例えば、
JVM ヒープ サイズを 1.5 GB に拡張するに
は、-Xmx1536m を使用してください。メモリ
を拡張して JVM デバッグを使用可能にするに
は、-Xmx1536m -XX:-PrintGCDetails を
使用してください。

<batchIndexBatchSize> バッチ インデッ
クス付け中にイ
ンデックス付け
する、スレッド
当たりのレコー
ド数。値は、1 か
ら 1000 までの整
数です。

デフォルト値は
250 です。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
ことにより、スレッド当たりの読み込みレコー
ド数を増やしてバッチ インデックス付けを高
速化したり、スレッド当たりの読み込みレコー
ド数を減らして「メモリ不足」エラーを回避し
たりできます。

デフォルト値は 250 です。ご使用の環境の CPU
サイクルおよび RAM リソースが十分な場合に
バッチ インデックス付けを高速化したいとき
には、値を 500 に増やすことを検討してくださ
い。こうすることにより、ClearQuest レコード
をバッチ インデックス付けするための所要時
間が短縮されます。ただし、「メモリ不足」エ
ラーが発生するリスクは高くなります。これら
のエラーを解消するには、バッチ インデクサ
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または WAS プロファイル用の JVM メモリを増
やしてください。

<batchIndexDelay> バッチ インデク
サの遅延値 (秒単
位)。値は、0 か
ら 86400 (1 日) ま
での整数です。

デフォルト値は
30 です。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
ことにより、他のアプリケーション用のリソー
スをサーバーに維持したまま、CPU 負荷および
パフォーマンスに応じてバッチ インデックス
付けを高速化または低速化できます。

バッチ インデクサは、<batchIndexBatchSize> で
指定された数量のレコードを処理するたびに、
このタグで設定された期間中断します。これに
より、他のプロセスが CPU を利用できるよう
になります。デフォルト値は 30 秒に設定され
ています。

これを 0 に設定することができます。その場合
遅延はなくなります。ただし、そのようにする
と、バッチ インデックス付け中に ClearQuest 全
文検索サーバーと ClearQuest データベース サー
バーの両方で CPU 使用率が非常に高くなり、
他のアプリケーションが必要な CPU を利用で
きなくなります。

<batchIndexThreads> バッチ インデッ
クス付けのため
に作成するス
レッドの数。値
は、1 から 10 ま
での整数です。

デフォルト値は 5
です。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
ことにより、(値を大きくして) バッチ インデッ
クス付けを高速化したり、(値を小さくして)
バッチ インデックス付けを低速化したりし
て、他のアプリケーションのために CPU を解
放したり、データベース サーバーへの要求を
緩和したりできます。

バッチ インデックス付け中に、作成するス
レッドの数を指定できます (各スレッドは、
<batchIndexBatchSize> で指定された固有の数量
のレコードを処理します。)

CPU リソースと RAM リソースが十分な場合に
は、スレッドの数を増やしてバッチ モード イ
ンデクサを高速化できます。ただし、「メモリ
不足」エラーが発生するリスクは高くなりま
す。「メモリ不足」エラーが発生する場合に
は、バッチ プロファイルか WAS プロファイル
(または両方のプロファイル) 用の JVM メモリ
を増やすか、スレッド当たりで読み取る
<batchIndexBatchSize> レコード数を少なくして
ください。

<updateIndexBatchSize> 更新インデクサ
の単一受け渡し
でインデックス
付けするレコー
ドの数。値は、1
から 1000 までの
整数です。

デフォルト値は
250 です。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

デフォルトは 250 です。更新モードのインデク
サが、ClearQuest データベースに対して行われ
た変更の数量を追跡できない場合には、この値
を大きくする必要があります。

注注注注注注意意意意意意: バッチ モードのインデクサとは異なり、
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更新モードのインデクサは単一スレッドで実行
されます。更新モードのインデックス付けに関
して希望するスループットを得るためには、1
回の受け渡し当たりのサイズ値を増やしたり、
<updateIndexDelay> 設定を短くしたりしなけれ
ばならない場合があります。このスループット
は、ClearQuest ユーザー データベース当たりの
1 分間の平均レコード送信数、更新数、および
削除数に依存します。

<updateIndexDelay> 更新インデクサ
の遅延値 (秒単
位)。値は、1 か
ら 86400 (1 日) ま
での整数です。

デフォルト値は
600 です。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。この値を修正する
必要はありません。

デフォルトは 600 秒 (10 分) です。この値を 60
(1 分) に短縮すると、検索インデックスが 1 分
ごとに ClearQuest データベース変更と同期する
ようになりますが、その代わりに、ログインの
頻度 (および追加ライセンスの一時的な使用) と
CPU サイクルが増大します。

<updateIndexLogin
Interval>

ClearQuest データ
ベースが変更さ
れているかどう
かを検査した後
で再ログインを
行う時期。値
は、1 から 86400
(1 日) までの秒単
位の整数です。

デフォルト値は 1
です。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成されます。更新モードのイン
デックス付けのスループットを高速化するに
は、この値を修正しなければならない場合があ
ります。

更新モードのインデックス付けにおける最も高
コストな部分は、一般にはログイン操作です。
このコストを削減するには、
<updateIndexDelay> とともに
<updateIndexLoginInterval> を使用してくださ
い。

例えば、新規変更の有無を 1 分ごとに検査し、
再ログインを 10 分ごとに行うように ClearQuest
全文検索を設定するためには、
<updateIndexLoginInterval> を 600 (10 分) に増や
し、<updateIndexDelay> を 60 (1 分) に減らして
ください。これにより、 全文検索インデック
スは ClearQuest レコードの変更内容によって 1
分ごとに更新されますが、ログインは 10 分に
1 回しか行われなくなります。実質的に、CPU
が過度に使用される頻度が低下し、その代わり
にライセンスがチェックアウトされたままにな
る期間が長くなります。ログインは、少なくと
も 1 日に数回行われるようにすることをお勧め
します。

<addRecordType> 全文検索デプロ
イメントに追加
するレコード タ
イプおよび
フィールドのリ
スト。

このタグのデフォルト値は空になっています。
このタグは、初期構成の後で ClearQuest スキー
マが変更された場合に、新規レコード タイプ
またはフィールドを検索インデックスに追加す
るときに使用してください。

デプロイメント時にレコード タイプを指定し
なかった場合、またはレコード タイプを追加
したときに、その検索を行えるようにしたい場
合は、このタグを使用して完全なレコード タ
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イプおよび関連フィールドを指定して検索を行
えるようにすることができます。

例えば、レコード タイプ Customer とその一
連のフィールドを追加するには、以下の形式を
使用してください。

Customer=field1,field2,fieldN
複数のレコード タイプを追加するには、例え
ば次のように、区切り文字としてセミコロン (;)
を使用します。

Customer=field1,field2,fieldN;NewRe
cord=field1,field2,fieldN
このオプションを使用して、既存のインデック
ス付きレコード タイプにフィールドを追加す
ることはできません。これを行うには、まずレ
コード タイプを削除してから、このオプショ
ンを使用してレコード タイプを追加し直して
ください (このレコード タイプの完全なイン
デックス付けをやり直す必要があります)。

新規フィールドを既存レコード タイプに追加
するときに、レコード タイプ全体をインデッ
クス付けし直したくない場合には、IBM
Rational クライアント サポートがお手伝いしま
す (おそらく、既存の未修正レコード上のこの
フィールドの値は破棄されます)。

<removeRecordType> 全文検索デプロ
イメントから削
除するレコード
タイプのリス
ト。

このタグのデフォルト値は空になっています。
このタグは、デプロイメントからインデックス
付きレコード タイプを削除するために使用し
てください。

削除するレコード タイプの名前をこの XML タ
グに入力してください。「Customer」というレ
コード タイプを削除するには、その名前をこ
の XML タグに入力します。複数のレコード タ
イプを削除するには、例えば次のように、区切
り文字としてセミコロン (;) を使用します。
Customer;NewRecord

<deleteFtsWASProfiles> コマンド行オプ
ション
prep_upgd_was_p
rofiles を使用し
て ClearQuest 全
文検索の WAS プ
ロファイルも削
除したい場合、
「true」に設定し
てください。

このタグのデフォルト値は cqtsadmin.pl ツール
によって自動生成され、「false」に設定されま
す。ClearQuest をアップグレードまたは再イン
ストールする場合には、コマンド行オプション
prep_upgd_was_profiles を実行する前にタグの
値を「true」に変更してください。

この XML タグの有効な値は、「true」とその他
の値 (または空白) の 2 つのみです。これを
「true」に設定してコマンド行オプション
prep_upgd_was_profiles を指定すると、
ClearQuest 全文検索の WAS プロファイルの
バックアップ データが作成されるとともに、
これらの WAS プロファイルが削除されます。

ClearQuest をアップグレードまたは再インス
トールするときには、これらのプロファイルを
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削除する必要があります。そのようにしない
と、インストーラが失敗し、プロファイル設定
が失われる可能性があります。ClearQuest を
アップグレードまたは再インストールした後
で、コマンド行オプション restore_was_profiles
を使用して、削除されたプロファイルを再作成
してください。

コマンド行オプション prep_upgd_was_profiles
が完了した後で、不注意による削除を避けるた
めに必ずこの XML タグの値を「false」に戻し
てください。

この XML タグが「false」に設定されていると
きには、コマンド行オプション
prep_upgd_was_profiles を使用して、ClearQuest
全文検索プロファイルのバックアップを作成し
てください。

cqtsadmin.pl
Perl スクリプト cqtsadmin.pl は、ClearQuest 全文検索のセットアップ、構成、および管理に必要
なステップを自動化するために設計されたツールです。このスクリプトは、全文検索アドミニ
ストレーター構成ファイル cqtsadmin-dbset-userdb.xml で提供されるツールおよびデータに渡され
るコマンド行オプションを介して、自動化を行います。

以下のコマンド行オプションは、UNIX または Linux では使用できません。
enable_cqweb_fts
disable_cqweb_fts
scrub_oplog

これらのコマンド行オプションを使用するためには、ClearQuest ツール installutil.exe および
multiutil.exe が必要ですが、これらのツールは UNIX または Linux では使用できません。これら
のオプションを実行するときには、Windows コンピュータにおけるステップに従って操作を完
了してください。ClearQuest 全文検索を UNIX または Linux にデプロイする前に、以下のことを
確認してください。

 IBM Rational ClearQuest 7.1.1 全文検索アドミニストレーター ツールは Windows で使用可能
です (ClearQuest インストールの一環として ClearQuest 全文検索もインストールされている
場合)。

 Windows コンピュータには、UNIX または Linux コンピュータの場合と同じ接続プロファイ
ルが備わっています。

ココココココママママママンンンンンンドドドドドド行行行行行行オオオオオオププププププシシシシシショョョョョョンンンンンン: 概概概概概概説説説説説説
コマンド行オプションは、必須リストと任意指定リストの 2 つのグループに分けることができ
ます。必須リストは、cqtsadmin.pl を実行するたびに提供する必要があり、任意指定リストから
は少なくとも 1 つのオプションを指定する必要があります。

必須コマンド行オプション

ココココココママママママンンンンンンドドドドドド名名名名名名 パパパパパパララララララメメメメメメーーーーーータタタタタタ 概概概概概概要要要要要要

username user-name 「スーパーユーザー」権限を持つ ClearQuest ユーザー
の名前。
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password password ClearQuest ユーザー パスワード。

dbset db-set ClearQuest データベース セット名。

userdb user-db ClearQuest ユーザー データベース名。

ftshome cq-fts-home ClearQuest 全文検索ホーム ディレクトリ。このデプロ
イメントに関連したすべての構成ファイル、および
Solr ファイル、設定値、Lucene インデックスを含みま
す。

任意指定コマンド行オプション

任意指定コマンド行オプションは、通常使用されるオプションとまれにしか使用されないオプ
ションの 2 つのカテゴリにグループ化することができます。

通通通通通通常常常常常常使使使使使使用用用用用用さささささされれれれれれるるるるるるココココココママママママンンンンンンドドドドドド行行行行行行オオオオオオププププププシシシシシショョョョョョンンンンンン

ココココココママママママンンンンンンドドドドドド名名名名名名 パパパパパパララララララメメメメメメーーーーーータタタタタタ 概概概概概概要要要要要要

add_record_type 1 つ以上の新規レコード タイプをインデックスに
追加します。

backup_fts destination ClearQuest 全文検索デプロイメントのバックアッ
プ コピーを作成します。バックアップを行って
いる間は、更新モードのインデクサが一時的に使
用不可になります。

prep_upgd_was_profile
s

destination すべての ClearQuest 全文検索 WAS プロファイル
のバックアップ データを作成し、オプションと
してすべての ClearQuest 全文検索 WAS プロファ
イル (cqsearchprofile 以外) を削除 (デプロイ解除)
します。バックアップ データは、これらの削除
された WAS プロファイルをリストアするため
に、コマンド行オプション restore_was_profiles
とともに使用されます。

ClearQuest をアップグレードまたは再インストー
ルするときには、これらのコマンド行オプション
を使用してください。これらのコマンド行オプ
ションを使用すると、cqtsadmin.pl で作成された
ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルが保存さ
れ、アップグレードまたは再インストールの完了
後にそれらのプロファイルがリストアされます。

ClearQuest をアップグレードまたは再インストー
ルするとき、特にユーザー独自の ClearQuest 全文
検索 WAS プロファイルを作成してある場合に
は、この操作が必要です。この操作をスキップす
ると、ClearQuest のアップグレードまたは再イン
ストールが失敗することがあります。

ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルを実際に
削除する場合には、<deleteFTSWASProfiles> の
XML タグ値を「false」から「true」に変更する必
要があります。この変更を行わないと、
ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルのバック
アップの作成のみが行われます。

create_fts_was_profile manual |
automatic

ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルを作成し
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| disabled ます。

このパラメータ値は、Windows オペレーティング
システム デプロイメント用の Windows サービス
状況を構成するためにのみ使用します。この値
は、UNIX システムおよび Linux では無視されま
す。UNIX および Linux では、ブート時にデーモ
ンとして開始させる WAS プロファイルを構成す
る必要があります。

delete_fts_was_profile この ClearQuest ユーザー データベースと関連付
けられた ClearQuest 全文検索 WAS プロファイル
を削除します。

disable_cqweb_fts ClearQuest Web GUI の [全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタン、お
よびレプリカが作成されていない ClearQuest ユー
ザー データベースでの oplog 生成を使用不可にし
ます。

特に ClearQuest データベースのレプリカが作成さ
れていない場合、oplog 生成を使用不可にすると
きには注意してください。oplog が生成されない
ため、レコードにはインデックスが付きません。

このオプションは、UNIX または Linux では使用
できません。このオプションを実行する必要があ
る場合、またはこのオプションが他のオプション
によって実行された場合には、Windows コン
ピュータにおける手順に従ってください。

enable_cqweb_fts ClearQuest Web GUI で [全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタンを使
用できるようにします。

デプロイメントが適切に構成されていない場合、
全文検索を使用しようとするユーザーはエラー
メッセージを受け取ります。

このオプションは、UNIX または Linux では使用
できません。このオプションを実行する必要があ
る場合、またはこのオプションが他のオプション
によって実行された場合には、Windows コン
ピュータにおける手順に従ってください。

gather_diagnostic_data IBM Rational ClearQuest クライアント サポートに
よる潜在的な ClearQuest 全文検索の問題の診断に
役立つように、データを収集します。

help ヘルプ テキストを表示してから終了します。

init_cq_fts ClearQuest 全文検索のデフォルト テンプレートを
コピーし、デフォルトのエンティティ ファイル
を生成します。実際は、copy_fts_template と
gen_entity_file の両方を実行します。

lock_cq_fts この ClearQuest 全文検索デプロイメントをロック
し、破壊的な悪影響を及ぼさない cqtsadmin.pl コ
マンドのみを実行できるようにします。
gather_diagnostic_data と help 以外のすべてのコ
マンドは使用不能になります。

コマンドを再度使用可能にするには、
unlock_cq_fts オプションを使用してください。
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optimize_idx インデックスにデフラグを実行します。

最適化を成功させるためには、少なくとも現行の
インデックス サイズの 2 ½ 倍の空きディスク ス
ペースが必要です。

remove_record_type レコード タイプを削除します。

restore_was_profiles directory コマンド行オプション prep_upgd_was_profiles を
使用して作成されたバックアップ データから
ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルをリスト
アします。

ClearQuest をアップグレードまたは再インストー
ルするときには、これらのオプションを使用して
ください。これらのオプションを使用すると、
cqtsadmin.pl で作成されてコマンド行オプション
prep_upgd_was_profiles で削除された ClearQuest
全文検索 WAS プロファイルが保存されます。

setup_cq_fts エンティティ ファイルのレコード タイプおよび
フィールド設定、および全文検索アドミニスト
レーター構成ファイルで指定された設定に基づい
て、エンドツーエンドの ClearQuest 全文検索を
セットアップします。

create before-date 指定された日付より前に作成されたすべての
oplog をスクラブします。

ClearQuest データベースのレプリカが作成されて
いる場合には、このコマンドは oplog をスクラブ
しません。その代わりに、エラーを報告して、レ
プリカ作成 oplog スクラブ ポリシーおよびツール
を使用するようにユーザーに対して指示します。

ClearQuest データベースのレプリカが作成されて
いない場合、更新モードのインデクサによって処
理される前に oplog を頻繁にスクラブすると、レ
コード インデックス付けが完全には行われない
可能性があります。これにより、インデックスが
不正確になり、ヒットしなくなります。更新レ
コードのインデックス付けが最新であることを確
認するか、(1 カ月を超えた) 古い oplog のみをス
クラブするか、oplog のスクラブをスキップして
ください (oplog のスクラブはクリティカルではな
いためです)。 

このオプションは、UNIX または Linux では使用
できません。このオプションを実行する必要があ
る場合、またはこのオプションが他のオプション
によって実行された場合には、Windows コン
ピュータにおける手順に従ってください。

show_scenarios [ID | all] cqtsadmin.pl ツールの使用法に関するシナリオの
リストを、例とともに表示します。

パラメータを使用しない場合、すべてのシナリオ
の概要が ID および見出しとともに表示されま
す。

ID を指定した場合、該当のシナリオの全文が表
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示されます。

パラメータ all を使用した場合、ID、見出し、お
よび全文を含む、シナリオの完全リストがされま
す。

unlock_cq_fts この ClearQuest 全文検索デプロイメントをアン
ロックし、すべての cqtsadmin.pl コマンドを実行
できるようにします。

update_fts_prop_files 生成されたすべての ClearQuest 全文検索ファイル
を更新します。

全文検索アドミニストレーター構成ファイル内で
バッチ サイズ、スレッド数、更新モード イン
デックス付け間隔などを変更する場合、それらの
変更は、このコマンドを実行するまで全文検索プ
ロパティ XML ファイルに反映されません。

ままままままれれれれれれににににににししししししかかかかかか使使使使使使用用用用用用さささささされれれれれれなななななないいいいいいココココココママママママンンンンンンドドドドドド行行行行行行オオオオオオププププププシシシシシショョョョョョンンンンンン

ココココココママママママンンンンンンドドドドドド名名名名名名 概概概概概概要要要要要要

archive_fts ClearQuest 全文検索デプロイメントを保存します。これを使用す
ると、アクティブな全文検索デプロイメントは使用不可になりま
すが、すべての構成データとインデックスが保存されます。

clear_state cqtsadmin.pl ツール プロシージャの状態をリセットし、状態がな
くなるようにします。事実上、ツールの状態は (不完全な状態で
あったとしても) すべて失われます。

copy_fts_template ClearQuest 全文検索のデフォルト テンプレートをコピーし、設定
します。

cust_solr_files 現行の ClearQuest エンティティ ファイルに基づいて Solr スキー
マをカスタマイズします。

cust_fts_files ユーザー データベース、エンティティ ファイル、および全文検
索アドミニストレーター構成ファイルに基づいて、ClearQuest 全
文検索プロパティ XML ファイルをカスタマイズします。

fresh_batch_idx バッチ モードで完全な再インデックス付けを強制します。

バッチ再インデックス付けが完了するまで、全文検索のヒットは
不正確になることがあります。

fresh_update_idx 更新モードのインデクサにより oplog が生成されたすべてのレ
コード変更の完全な再インデックス付けが必ず行われるようにし
ます。

このオプションは注意して使用してください。更新モードのイン
デクサは単一スレッドで実行されるため、特に、ClearQuest デー
タベースに多数の oplog が含まれる場合には、この操作には時間
がかかります。

gen_entity_file エンティティ ファイルを生成します。このエンティティ ファイ
ルには、ClearQuest データベース内のすべての登録可能なレコー
ド タイプが含まれています。こうしたレコード タイプと関連
フィールドが、全文検索の対象となります。後でこのファイルを
カスタマイズして、インデックスを付けたいレコード タイプおよ

© Copyright IBM Corp. 2010 15 of 55



IBM Rational ClearQuest 7.1.1: 全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索アアアアアアドドドドドドミミミミミミニニニニニニスススススストトトトトトレレレレレレーーーーーータタタタタターーーーーー ユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーーズズズズズズ ガガガガガガイイイイイイドドドドドド

び関連フィールドのみが選択されるようにできます。

gen_fts_files ユーザー データベース、エンティティ ファイル、および全文検
索アドミニストレーター構成ファイルに基づいて、ClearQuest 全
文検索セットアップ ファイルを生成します。

run_batch_idx バッチ モードのインデクサを実行します。

バッチ モードのインデクサが停止している場合には、最後に中断
した個所から続行されます。レコード タイプにインデックスが付
けられると、既にインデックス付けされている レコード タイプ
に対して新規レコードが登録された後でインデックス付けが再開
する場合であっても、インデクサは次のレコード タイプから続行
されます。

remove_lucene_idx_lock Lucene インデックスがロックされている場合、ロックを解除しま
す。インデックス付けエラーをトラブルシューティングするとき
に使用します。

repair_records ftshome ディレクトリでログに記録された、失敗したレコードを
再インデックス付けします。

set_was_max_mem 全文検索アドミニストレーター構成ファイルでの構成に基づい
て、WAS プロファイル用に JVM の最大メモリを設定します。

set_solr_home WAS の下の Solr ホーム ディレクトリを ftshome デプロイメント
ディレクトリに設定します。

start_fts_was_profile この ClearQuest ユーザー データベース用に、WAS の下で関連付
けられた ClearQuest 検索プロファイルを開始します。

start_update_idx この ClearQuest ユーザー データベースのために、WAS の下で更
新モードのインデクサを使用可能にして、それを開始します。
WAS プロファイルは、停止してから開始します。

stop_fts_was_profile この ClearQuest ユーザー データベースに関して、WAS の下で
ClearQuest 検索プロファイルを停止します。

stop_update_idx この ClearQuest ユーザー データベースに関して、WAS の元で更
新モードのインデクサを使用不可にして停止します。WAS プロ
ファイルは、停止してから開始します。

必須および任意指定の両方のコマンド行オプションは、指定された順に、以下の規則に従って
実行されます。

1) 必須コマンド行オプションは 1 回しか指定できません。例えば、username を 2 回以上指定
することはできません。

2) 任意指定コマンド行オプションは、コマンド行で指定された順に実行されます。つまり、次
のように入力した場合には、

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password “” --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --unlock_cq_fts
--optimize_idx --lock_cq_fts

unlock_cq_fts が最初に実行され、次に optimize_idx が実行され、最後に lock_cq_fts が実行
されます。

3) 任意指定コマンド行オプションは、複数回指定できます。複数の任意指定コマンド行オプ
ションを指定した場合、それらのオプションはコマンド行に指定された順に実行されます。
あるオプションが失敗すると、後続のコマンド評価および実行が停止し、このツールはエ
ラー メッセージを出して終了します。
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4) コマンド行オプションの中には、引数を必要とするものがあります。コマンド評価および実
行が処理されるためには、なんらかのアクションが行われる前に有効な引数が指定されてい
る必要があります。

必必必必必必須須須須須須ココココココママママママンンンンンンドドドドドド行行行行行行オオオオオオププププププシシシシシショョョョョョンンンンンン

cqtsadmin.pl を使用するためには、常に必須コマンド行オプションが必要です。これらのオプ
ションに指定したパラメータのいずれかが無効な場合、このツールはエラー メッセージを出し
て終了します。このツールは、何らかのアクションが行われる前に ClearQuest データベースに
対してユーザーを認証します。

--username super-user-name、--password pass-word、--dbset db-set、および --userdb connection-name

username、password、dbset、および userdb コマンド行オプションは必須オプションです。

例  :  cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password “” --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --optimize_idx

この例では、データベース セット TextSearch、およびディレクトリ CQ.Search 内の D ドラ
イブにあるユーザー データベース SAMPL のために、ClearQuest 全文検索をデプロイしてあるこ
とが想定されています。任意指定コマンド行オプションは optimize_idx です。このオプション
はインデックス最適化コマンドを呼び出します。

--ftshome cqfts-home

このコマンド行オプションは、ClearQuest 全文検索デプロイメントの位置を指定します。

例  :  cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password “” --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --init_cq_fts

この例では、ディレクトリ CQ.Search 内の D ドライブに ClearQuest 全文検索の新規デプロイ
メントが作成されます。このディレクトリは、存在しない場合には作成されます。このディレ
クトリ内にサブディレクトリ TextSearch_SAMPL が作成されます。サブディレクトリ名は、
ClearQuest データベース セット名および ClearQuest 論理ユーザー データベース名に基づいて生
成されます。このサブディレクトリには、このデプロイメント用の全文検索データが入りま
す。

ClearQuest 全文検索で使用するために別の ClearQuest ユーザー データベースを使用可能にする
には、cqtsadmin.pl ツールを使用するときに、その代替 ClearQuest ユーザー データベースに関
する必須のコマンド行オプションを指定してください。追加の ClearQuest ユーザー データベー
スは、指定された ftshome 引数および生成されたサブディレクトリ構造に基づいて、全文検索構
成をデプロイします。

例  :  cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password “” --dbset
Marvel --userdb XMEN --ftshome D:¥CQ.Search --init_cq_fts

この例では、2 番目の ClearQuest データベース用に ClearQuest 全文検索がデプロイされます。こ
のデプロイメントは、ディレクトリ CQ.Search 内の D ドライブで行われます。Marvel_XME
という名前のサブディレクトリが作成されます。したがって、このデプロイメントは他のどの
デプロイメントからも独立しています。

注注注注注注意意意意意意: ftshome コマンド行オプションは任意のパスに指定することができます。ただし、すべて
の構成を 1 つのディレクトリに配置すると、検索と参照が容易になります。最良のパフォーマ
ンスを得るためには、全文検索の ftshome ディレクトリをシステム ディスク以外のディスクに
配置し、また、全文検索を同一サーバー上の複数の ClearQuest ユーザー データベースにデプロ
イする場合には、可能であれば 7200 RM 以上の速度のハードディスクで実行することをお勧め
します。

ftshome について

全文検索をデプロイしたりデプロイメントを参照したりするときには、必須コマンド行オプ
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ション ftshome、dbset、userdb が重要な役割を果たします。これらのオプションを一緒に使用
することにより、デプロイメント データが置かれる位置が定義されます。例えば、次のコマン
ドを実行すると、

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password “” --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --init_cq_fts

以下の検査が行われます。

1. ディレクトリ D:¥CQ.Search が存在するか? 存在しない場合には、作成してください。

2. ディレクトリ D:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL が存在するか? 存在しない場合には、作
成してください。

作成された D:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL は、データベース セット TextSearch と
ユーザー データベース SAMPL 用の全文検索デプロイメントの「ホーム」になります。このデプ
ロイメントに関連したすべてのデータと設定値は、このディレクトリ内に作成されます。ま
た、その後で実行する (ftshome、dbset、userdb に同じ値を使用する) すべてのコマンドは、こ
のディレクトリに適用されます。

2 番目の ClearQuest ユーザー データベース用に全文検索をデプロイする場合、同じ ftshome 値を
使用することをお勧めします。例えば、次のようになります。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password “” --dbset
TextSearch --userdb PROD --ftshome D:¥CQ.Search --init_cq_fts

これにより、データベース セット Marvel、およびディレクトリ D:¥CQ.Search
¥TextSearch _PROD 内のユーザー データベース XMEN 用の全文検索がデプロイされます。要
するに、全文検索デプロイメント位置は次のように構成されます。

ftshome¥dbset_userdb
注注注注注注意意意意意意: ftshome、dbset、userdb に指定する値は、ClearQuest  全文検索アドミニストレーター ツー
ル内では大/小文字が区別されます。これは、Windows では、Windows ディレクトリ名および
フィールドで大/小文字を区別しない場合にも当てはまります。大/小文字を正確に指定しない
と、コマンドが失敗します。

全文検索デプロイメントのディレクトリ構造は次のとおりです。

デデデデデディィィィィィレレレレレレククククククトトトトトトリリリリリリままままままたたたたたたははははははフフフフフファァァァァァイイイイイイルルルルルル 概概概概概概要要要要要要

ftshome¥dbset_userdb¥logs¥ このディレクトリには、このデプロイメン
トに対して実行した各コマンドのログが保
持されます。

使用したコマンド、それらを使用した時
期、およびそれらの状況に関する履歴を得
るためには、このディレクトリを参照でき
ます。また、IBM Rational クライアント サ
ポートは、問題に対処するときにこれらの
ログを調べます。

パスワードは、ログおよび画面出力ではア
スタリスク (*) で表示され、プレーン テキス
トでは表示されません。

ftshome¥dbset_userdb¥Solr¥solr
¥conf¥schema.xml

このファイルは、インデックス付けおよび
検索するフィールドを判別するために検索
エンジンが使用する構成ファイルの 1 つで
す。

コマンド cust_solr_files が実行されると、こ
のファイル内のフィールドがカスタマイズ
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されて、ご使用のエンティティ ファイルで
指定されたレコード タイプ内のフィールド
に一致するようになります。

お客様がこのファイルを編集する必要はあ
りませんが、IBM Rational クライアント サ
ポートは、問題に対処するときにこのファ
イルを調べることがあります。

ftshome¥dbset_userdb¥Solr¥solr
¥data¥index¥

このディレクトリには、デプロイメントの
実際のインデックスが保持されます。

このディレクトリの内容は修正しないでく
ださい。修正を行うと、デプロイメントの
保全性が損なわれる恐れがあり、再イン
デックス付けまたは再デプロイメントが必
要になることがあります。

ftshome¥dbset_userdb
¥AboutThisFTS.txt

このファイルは、全文検索の初期デプロイ
メントに 1 回生成されます。このファイル
には、参照が必要になる可能性のある、こ
のデプロイメントに関する保持されます。

IBM Rational クライアント サポートは、問
題に対処するときにこのファイルを調べる
ことがあります。

ftshome¥dbset_userdb¥CQ-dbset-
userdb.xml

これは、ClearQuest 全文検索プロパティ
XML ファイルです。このファイルには、
バッチおよび更新インデックス付け、検索
サーバー、接続プロファイル、レコード タ
イプ、および検索対象フィールドに関する
データが保持されます。

インデックス付けする各レコード タイプの
表示フィールドとしてどのフィールドを設
定するのか指定するためには、このファイ
ルを修正する必要があります。IBM Rational
クライアント サポートによる指示がない限
り、それ以外の変更は不要です。また、IBM
Rational クライアント サポートは、問題に対
処するときにこのファイルを調べます。

ftshome¥dbset_userdb¥cqtsadmin-
dbset-userdb.xml

これは、全文検索アドミニストレーター構
成ファイルです。このファイルには、デプ
ロイメントに関するデータが保持されま
す。ほとんどのデータはデプロイメント時
に設定されますが、いくつかの設定値をカ
スタマイズするためにこのファイルの編集
が必要になることがあります。

IBM Rational クライアント サポートは、問
題に対処するときにこのファイルを調べま
す。

ftshome¥dbset_userdb¥Entity-
dbset-userdb.txt

これはエンティティ ファイルです。この
ファイルには、検索が有効になっているエ
ンティティ タイプとそれらのフィールドの
リストが保持されます。デプロイメント中
に、検索の対象としないレコード タイプま
たはフィールドを削除するために、この
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ファイルの編集が必要になることがありま
す。デプロイメントの完了後はこのファイ
ルを修正しないでください。

IBM Rational クライアント サポートは、問
題に対処するときにこのファイルを調べま
す。

ftshome¥dbset_userdb¥Solr-dbset-
userdb.xml

これは中間 Solr ファイルです。このファイ
ルには、検索が有効になっているフィール
ドのリストが保持されます。

お客様がこのファイルを修正する必要はあ
りませんが、IBM Rational クライアント サ
ポートは、問題に対処するときにこのファ
イルを調べます。

ftshome¥dbset_userdb
¥batch_recovery.properties

このファイルには、バッチ モードのインデ
クサによってインデックス付けされた最新
のレコード タイプの、最新の DBID に関す
る情報が含まれます。

お客様がこのファイルを修正する必要はあ
りませんが、IBM Rational クライアント サ
ポートは、問題に対処するときにこのファ
イルを調べます。

ftshome¥dbset_userdb
¥update_recovery.properties

このファイルには、更新モードのインデク
サによってインデックス付けされた最新の
oplog の「serial_no」に関する情報が含まれ
ます。

お客様がこのファイルを修正する必要はあ
りませんが、IBM Rational クライアント サ
ポートは、問題に対処するときにこのファ
イルを調べます。

任任任任任任意意意意意意指指指指指指定定定定定定ココココココママママママンンンンンンドドドドドド行行行行行行オオオオオオププププププシシシシシショョョョョョンンンンンン

任意指定コマンド行オプションは、ClearQuest 全文検索デプロイメントで特定のアクションを実
行します。すべてのコマンドは、通知出力、進行状況出力、警告出力、エラー出力、および (エ
ラーから復旧するための) 指示出力を生成します。画面に表示される出力は、ログ ディレクトリ
にも記録されます。これは、デプロイメントでアクションをデバッグまたはトレースバックし
ようとするときに役立ちます。画面出力をファイルにリダイレクトする必要がないためです。

一般的にはコマンドは失敗しませんが、失敗した場合には、ほとんどのコマンドはすべての変
更内容を元に戻します。変更内容を元に戻すことができない場合、エラー メッセージと共に、
行うべきことに関する指示が表示されます。

--add_record_type

要約  :  新規レコード タイプを追加します。

概要  :  このコマンドは、1 つ以上の新規レコード タイプを全文検索デプロイメントに追
加する場合に使用します。新規レコード タイプおよびそれらに関連したフィール
ドのリストが、XML タグ <addRecordType> によって全文検索アドミニストレー
ター構成ファイル内に提供されます。

用法  :  全文検索の初期デプロイメント中にあるレコード タイプを指定しなかった場合、
または初期デプロイメント後に新規レコード タイプを ClearQuest スキーマに追加
し、その新規レコード タイプで検索が行えるようにしたい場合には、このコマン
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ドを使用してレコード タイプを追加します。

既にインデックスが付けられているレコード タイプ内のフィールドを名前変更、
追加、または削除する場合には、このコマンドを使用してください。インデック
スに関するこのような変更を反映させるには、remove_record_type コマンド
を実行してそのレコード タイプを削除してから、このコマンドで追加し直してく
ださい。

結果  :  このコマンドは、ClearQuest 全文検索デプロイメントにおけるいくつかのコン
ポーネントに影響を与えます。インデックス、ClearQuest 全文検索プロパティ
XML ファイル、エンティティ ファイル、および Solr schema.xmlファイルが変
更されます。

このコマンドを実行する前に、デプロイメントをバックアップしてください。こ
の変更は、オフピーク時に行うように計画してください。操作に時間を要し、全
文検索が短時間ダウンするからです。

ステートフルか  :  はい。このコマンドがいずれかの実行ポイントで失敗した場合には、問題
を修正して、コマンドを再実行することができます。コマンドは、中断した個所
から続行されます。障害発生時には、実行すべき作業がエラー メッセージによっ
て指示されます。

例  :  Wolverine という新規レコード タイプを追加する必要があるとします。

1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して XML タグ
<addRecordType> を次のように変更します。
<newValue
required="no">Wolverine=AlterEgo,Species,Team,Affiliations
</newValue>

2) バックアップを作成します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
backup_fts E:¥FTSBackup

3) 新規レコード タイプを追加します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
add_record_type

4) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<addRecordType> に関して追加した内容を削除します。このステップは、基
本的にはクリーンアップ タスクです。

--archive_fts

要約  :  ClearQuest 全文検索デプロイメントをアーカイブします。

概要  :  このコマンドは、デプロイメントをアーカイブするために使用します。デプロイ
メントをアーカイブすると、そのデプロイメントに対する全文検索は無効になり
ます。このデプロイメントに対して (デフォルトの cqsearchprofile に代わる) 新規
の WAS プロファイルを作成していた場合は、その WAS プロファイルも削除され
ます。

用法  :  デプロイメントを新規に開始する必要があるか、デプロイメントの全文検索機能
が不要になった場合に使用します。このコマンドは、全文検索のサービスを停止
して、サービスやファイルなど、関係するすべてのリソースをアーカイブしま
す。アーカイブ後のデプロイメントは参照することができます。

結果  :  このコマンドを実行すると、全文検索が無効になります。また、WAS でこのデプ
ロイメントに対して使用および設定していたすべてのファイル、リソース、設定
が削除されます。ftshome にあるデプロイメント データは元のまま残されます
が、dbset_userdb.Archived-time-stamp へと名前変更されます。
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ステートフルか  :  いいえ。このコマンドがいずれかの実行ポイントで失敗した場合には、
アーカイブ作業を手動で完了させる必要がある場合があります。エラーからの復
旧方法については、進行状況レポートおよびエラー メッセージの指示に従ってく
ださい。

例  :  デプロイメントをアーカイブする必要があります。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
archive_fts

アーカイブされた全文検索デプロイメントの名前は次のようになります。

D:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL.Archived-time-stamp

--backup_fts

要約  :  ClearQuest 全文検索デプロイメントのバックアップ コピーを作成します。

概要  :  このコマンドは、全文検索デプロイメントのバックアップ コピーを作成するため
に使用します。バックアップを作成すると、バックアップからデータをリカバ
リーしたり、デプロイメント全体をリカバリーしたりすることができます。既存
のデプロイメントを大幅に変更するコマンドを実行する場合は、事前にバック
アップを作成することをお勧めします。

デプロイメントをバックアップする前に、宛先に十分なディスク スペースを確保
してください。ftshome にあるデプロイメントが使用しているディスク スペー
スと同容量のディスク スペースが必要です。

用法  :  レコード タイプを追加または更新しようとしているところか、組織の方針により
定期的なバックアップを保守する必要があります。これらの目標を達成するに
は、このコマンドを使用してバックアップを作成します。

結果  :  バックアップの進行中、更新モードのインデックス付けは無効になります。これ
は、バックアップ中に行った全文検索は最新の状態でない可能性があることを意
味しています。所要時間は、インデックスのサイズおよびハード ディスク (LAN
または WAN 上でバックアップを行う場合はネットワークも) の速度によって変わ
ります。

ステートフルか  :  いいえ。このコマンドがいずれかの実行ポイントで失敗した場合には、失
敗のタイプおよび受け取ったエラー メッセージに応じて、バックアップを手動で
完了させるか、再実行する必要があります。失敗の原因として最も可能性が高い
のは、宛先装置のディスク スペース不足です。バックアップ中にデプロイメント
のデータが変更されることはありません。

例  :  新規のレコード タイプを追加する前に、デプロイメントのバックアップを作成す
る必要があります。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
backup_fts E:¥FTSBackup

これにより、次の場所にデプロイメントのバックアップが作成されます。

E:¥FTSBackup¥TextSearch_SAMPL.Backup-time-stamp

--prep_upgd_was_profiles

要約  :  すべての ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルのバックアップ データを作成
し、オプションで、これらの WAS プロファイルを削除 (デプロイ解除) します。
コマンド行オプション restore_was_profiles は、このバックアップ データを使用し
て、削除された WAS プロファイルをリストアします。

概要  :  このコマンド行オプションは、ClearQuest のアップグレードまたは再インストー
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ルの準備をするために、スケジュール済みのダウン時間中に実行してください。
このバックアップ データは、後でこれらのプロファイルをリストアし、元の状態
に戻すために使用します。

用法  :  複数の ClearQuest ユーザー データベースに対して全文検索をデプロイする際に必
要な ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルを作成していた場合、ClearQuest を
アップグレードまたは再インストールする際にそれらのプロファイルは保存され
ません。このコマンド行オプションを restore_was_profiles とともに使用すると、
バックアップ データが作成され、WAS プロファイルが削除された後、アップグ
レードまたは再インストールの完了後に、削除された WAS プロファイルが (バッ
クアップ データから) リストアされます。アップグレードまたは再インストール
中の問題を回避し、ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルの設定が失われないよ
うにするには、これが必要です。

ClearQuest WAS プロファイルを削除 (デプロイ解除) するには、XML タグ
<deleteFtsWASProfiles> の値を「false」から「true」に変更する必要があります。変
更しなかった場合は、ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルのバックアップのみ
が行われます。また、デフォルトの全文検索 WAS プロファイル cqsearchprofile
は Installation Manager によって管理されているため、このコマンドの影響は受け
ません。

このコマンド行オプションは、任意の dbset、userdb、ftshome に対して実行する
ことができます。これは特定の全文検索デプロイメントに結びついているわけで
はなく、すべてのデプロイメントに対して機能します。

結果  :  XML タグ <deleteFtsWASProfiles> を「true」に設定した場合、ClearQuest 全文検索
WAS プロファイルのバックアップ データの作成のほかに、これらの WAS プロ
ファイル (cqsearchprofile 以外) の削除が行われます。これらのプロファイルがリ
ストアされるまで、全文検索要求は失敗します。このコマンド行オプションを使
用するのは ClearQuest をアップグレードまたは再インストールする場合のみであ
るため、この失敗は受け入れることができます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  ClearQuest をアップグレードまたは再インストールしようとしています。また、
複数の ClearQuest ユーザー データベースに対して全文検索 WAS プロファイルを
作成しています。アップグレードまたは再インストールを開始する前に、WAS プ
ロファイルをバックアップする必要があります。

1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<deleteFtsWASProfiles> を次のように変更します。
<newValue required="no">true</newValue>

2) 次のコマンド行オプションを実行して、バックアップ データの作成および
WAS プロファイルの削除を行います。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
prep_upgd_was_profiles E:¥FTSBackupWASProfiles

3) XML タグ <deleteFtsWASProfiles> の値を「false」に戻すか、値「true」を削除
します。

4) ClearQuest のアップグレードまたは再インストールを完了させます。

5) 次のコマンド行オプションを実行して、削除した WAS プロファイルをバック
アップ データからリストアします。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
restore_was_profiles E:¥FTSBackupWASProfiles
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--clear_state

要約  :  現在の状態をクリアします。

概要  :  一部のコマンドはステートフルであるため、それらのいずれかが完了前に失敗し
たり、停止したりした場合には、その状態がクリアされません。その場合、他の
コマンドを実行できなくなります。この問題を修正できない場合は、このコマン
ドを実行して状態をクリアしてください。

用法  :  このコマンドは、ステートフル コマンドの状態をクリアして、他のコマンドを実
行したり、そのステートフル コマンドを再実行したりできるようにするために使
用します。いつ状態をクリアするのかは、クリアする必要があるステートフル コ
マンド、そのステートフル コマンドが最後に置かれていた状態、受け取ったエ
ラー メッセージおよび修正の指示によって変わります。

結果  :  このコマンドを実行した場合の副次作用は、どのステートフル コマンドが停止し
たのか、および停止する前にそのコマンドがどこまで実行されていたのかによっ
て変わります。ログおよびエラーによって、状態をリセットできるかどうかが通
知されます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  エラー メッセージの指示に従ってステートフル アクションの状態をクリアし、リ
カバリー不能エラーから復旧できるようにする必要があります。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
clear_state

--copy_fts_template

要約  :  ClearQuest 全文検索のデフォルト テンプレートをコピーします。

概要  :  まだ全文検索が有効になっていないデータベースに全文検索をデプロイする際に
は、新規のデフォルト テンプレートから作業を開始し、これを ftshome ディレク
トリにコピーする必要があります。このコマンドを既存のデプロイメントに対し
て使用しようとすると、失敗してエラーが出されます。

用法  :  通常、このコマンドはコマンド init_cq_fts を実行した際に呼び出されるため、直
接使用する必要はありません。このコマンドは、デプロイメントを微調整または
デバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  このコマンドは、全文検索機能に必要なデフォルト データを、指定の ftshome
ディレクトリにコピーします。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、このコマンドを実行して、デプロイメ
ントに関する問題をデバッグするか、デプロイメントをカスタマイズするように
指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
copy_fts_template

--create_fts_was_profile startup-type

要約  :  ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルを作成します。

概要  :  ClearQuest 全文検索機能には、cqsearchprofile という 1 つの WAS プロファイルが
あらかじめ用意されています。全文検索をデプロイする際には、このデフォルト
プロファイルが使用されます。
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追加のユーザー データベースで全文検索を有効にするには、まず、各ユーザー
データベースに対して新規の WAS プロファイルを作成する必要があります。こ
のコマンドは、新規の WAS プロファイルを作成します。

用法  :  複数のユーザー データベースに対して全文検索をデプロイする場合は、デプロイ
メントごとに 1 つの WAS プロファイルを作成してください。

Windows で WAS プロファイルを作成する場合には、サービスの開始タイプを指
定することができます。このオプションは UNIX および Linux では無視されま
す。サービスがないためです。代わりに、デーモンをセットアップする必要があ
ります。

WAS プロファイル名は、データベース セットおよびユーザー データベースの名
前から決定されます。ただし、これは XML タグ <ftsWASProfileName> を使用して
オーバーライドできます。

結果  :  このコマンドは、使用可能な次のポートを使用して、WebSphere Application Server
の下に新規の WAS プロファイルを作成します。完了後のディスク スペース使用
量は約 200 MB です。プロファイルを (Windows で) [自動] に設定した場合は、追
加のメモリおよび CPU リソースが消費されます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  2 つ目のユーザー データベースに全文検索をデプロイする必要があります。デー
タベース セットの名前は Marvel、ユーザー データベースの名前は XMEN です。

1) 次のコマンドを実行して、初期デプロイメントをセットアップします。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
Marvel --userdb XMEN --ftshome D:¥CQ.Search --init_cq_fts

2) 次のコマンドを実行して、このデプロイメントの WAS プロファイルを作成し
ます。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
Marvel --userdb XMEN --ftshome D:¥CQ.Search --
create_fts_was_profile automatic

3) 必要なレコード タイプおよびフィールドのみが含まれるようにエンティティ
ファイルを変更します。

4) 次のコマンドを実行して、デプロイメントを完了します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
Marvel --userdb XMEN --ftshome D:¥CQ.Search --setup_cq_fts

次のように、ステップ 1 と 2 は結合できることに注意してください。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
Marvel --userdb XMEN --ftshome D:¥CQ.Search --init_cq_fts
--create_fts_was_profile automatic

--cust_solr_files

要約  :  ユーザー データベースに基づいて Solr の schema.xml ファイルをカスタマイズ
します。

概要  :  ClearQuest 全文検索を最初にデプロイする際には、エンティティ ファイルに基づ
いて Solr の schema.xml ファイルをカスタマイズする必要があります。

用法  :  全文検索のデフォルト テンプレートは汎用的なもので、デフォルト設定値を含ん
でいますが、これらの値はユーザー データベースに基づいてカスタマイズする必
要があります。カスタマイズする必要がある 1 つのファイルが、Solr の
schema.xml ファイルです。このファイルには、(エンティティ ファイルで) 検索
対象として設定したすべてのレコード タイプのすべてのフィールドが保持されて
います。
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通常、このコマンドはコマンド setup_cq_fts を実行した際に呼び出されるため、
直接使用する必要はありません。このコマンドは、デプロイメントを微調整また
はデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  このコマンドは、エンティティ ファイルからデータを読み取り、Solr の中間ファ
イルをカスタマイズしますが、さらに重要なことには、Solr の schema.xml ファ
イルをカスタマイズします。したがって、既存のデプロイメントに対して使用し
た場合、このコマンドは schema.xml をリファクタリングします。また、初期デ
プロイメントの後にエンティティ ファイルを変更した場合、古い値は失われま
す。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、全文検索のデプロイメントに関する問
題をデバッグするか、デプロイメントをカスタマイズするように指示されまし
た。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
cust_solr_files

--cust_fts_files

要約  :  ユーザー データベース、エンティティ タイプ、全文検索アドミニストレーター構
成ファイルに基づいて、ClearQuest 全文検索のプロパティ XML ファイルをカスタ
マイズします。

概要  :  ClearQuest 全文検索を最初にデプロイする際には、全文検索のプロパティ XML
ファイルをカスタマイズする必要があります。このファイルの名前は、CQ-
dbset-userdb.xml です。

用法  :  全文検索のデフォルト テンプレートには、ユーザー データベースに基づいてカス
タマイズされる汎用設定値が含まれています。カスタマイズする必要がある 1 つ
のファイルが、全文検索のプロパティ XML ファイルです。このファイルには、
エンティティ ファイルの指定内容に基づいて、すべてのレコード タイプおよびそ
れらのフィールドのリストが保持されています。そのほかにも、このファイルに
は、表示フィールドとして使用するフィールド、ClearQuest ユーザー データベー
スに対する変更の検査頻度、ClearQuest のデータベースおよびサーバーとの通信
方法などのパラメータが保持されています。

通常、このコマンドはコマンド setup_cq_fts を実行した際に呼び出されるため、
直接使用する必要はありません。このコマンドは、デプロイメントを微調整また
はデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  デプロイメントに対してこのコマンドを使用すると、CQ-dbset-userdb.xml
ファイルが上書きされます。手動またはコマンドの実行により行われたすべての
変更が失われます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、全文検索のデプロイメントに関する問
題をデバッグするか、デプロイメントをカスタマイズするように指示されまし
た。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
cust_fts_files

--delete_fts_was_profile

要約  :  ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルを削除します。
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概要  :  作成した WAS プロファイルが不要になった場合、または再作成する必要がある
場合、このコマンドを実行します。このコマンドが完了すると、WebSphere の下
にある WAS プロファイルが削除され、このプロファイルによって消費されてい
たリソースが解放されます。ただし、ftshome にあるデプロイメントのデータは変
更されません。

用法  :  通常、このコマンドはコマンド archive_fts を実行した際に呼び出されるため、直
接使用する必要はありません。このコマンドは、デプロイメントを微調整または
デバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  この WAS プロファイルの WebSphere が消費していたリソースがすべて解放され
ます。ClearQuest Web 全文検索が (コマンド disable_cqweb_fts にににににによよよよよよっっっっっってててててて) 無効にさ
れなかった場合、全文検索による検索の結果、エラーが発生します。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  WAS プロファイルの名前を変更する必要がありますが、全文検索ソリューション
を完全に再デプロイする必要があるわけではありません。

1) 最初に、WAS プロファイルを削除します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
delete_fts_was_profile

2) cqtsadmin-dbset-userdb.xml を編集して、XML タグ
<ftsWASProfileName> を自動生成されたデフォルト名から WAS プロファイル
の新規名に変更します。これは固有の名前にする必要があります。そうしな
いと、コマンドは失敗します。

3) 次に、WAS プロファイルを再作成します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
create_fts_was_profile automatic

4) ポート番号も変更する場合は、cqtsadmin-dbset-userdb.xml を編集し
て、XML タグ <ftsWASProfilePort> のポート番号を更新してから、次のコマン
ドを実行します。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
enable_cqweb_fts

--disable_cqweb_fts

要約  :  ClearQuest Web GUI での ClearQuest 全文検索を無効にします。

概要  :  このコマンドは、ClearQuest Web GUI の [全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタンを無効にするために
使用します。ClearQuest データベースのレプリカが作成されている場合、oplog ま
たは oplog の生成に影響はありません。

ClearQuest データベースのレプリカが作成されていない場合、oplog の生成は停止
されます。全文検索を再度有効にした場合 (enable_cqweb_fts)、検索を有効にして
いたレコード タイプに対してこの期間中に行ったすべての変更は失われます。実
質的に、検索結果は不完全になる可能性があります。

完全にまたは部分的にインデックス付けが行われた、全文検索を構成済みの
ClearQuest ユーザー データベースに対しては、このコマンドを実行しないでくだ
さい。ラジオ ボタンを無効にする必要が出てきた場合には、再度有効にするまで
ClearQuest レコードを変更しないようにしてください。

レプリカが作成されていない ClearQuest データベースでこのラジオ ボタンを無効
にすると、oplog の生成 (ClearQuest 全文検索が ClearQuest レコードへの変更を追
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跡するための手段) も無効になります。このボタン (したがって、oplog の生成も)
を無効にしているときに ClearQuest レコードが変更された場合、それらの変更さ
れたレコードでは再インデックス付けが行われないため、ユーザー データベース
の完全な再インデックス付けを実行しなければならなくなります。

注意: UNIX または Linux オペレーティング システムは、このコマンドをサポート
していません。このコマンドを実行しようとすると、Windows システムからこの
コマンドを実行する方法についての説明が表示されます。

用法  :  テスト環境で作業する場合や、IBM Rational クライアント サポートから指示され
た場合を除いて、このコマンドを使用する必要はありません。

結果  :  oplog の生成が停止し (データベースのレプリカが作成されていない場合)、
ClearQuest Web GUI の [全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタンが無効になります。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、発生した問題を解決しやすくするため
に全文検索を無効にするように指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
disable_cqweb_fts

--enable_cqweb_fts

要約  :  ClearQuest Web GUI での ClearQuest 全文検索を有効にします。

概要  :  ClearQuest Web GUI の [全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタンは、このコマンドによって有効になり
ます。ClearQuest データベースのレプリカが作成されておらず、そのデータベー
スが機能レベル 7 である場合は、oplog の生成も有効になります。ClearQuest ユー
ザー データベースのレプリカが作成されている場合、oplog の生成に変更はあり
ません。

用法  :  テスト環境で作業する場合や、IBM Rational クライアント サポートから指示され
た場合を除いて、このコマンドを使用する必要はありません。

UNIX または Linux オペレーティング システムは、このコマンドをサポートして
いません。このコマンドを実行しようとすると、Windows システムからこのコマ
ンドを実行する方法についての説明が表示されます。

結果  :  oplog の生成が開始され (データベースのレプリカが作成されておらず、そのデー
タベースが機能レベル 7 である場合)、ClearQuest Web GUI の [全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタ
ンが有効になります。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、発生した問題を解決しやすくするため
に全文検索を有効にするように指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
enable_cqweb_fts

--fresh_batch_idx

要約  :  バッチ モードのインデクサを使用した完全な再インデックス付けを強制実行しま
す。

概要  :  バッチ モードのインデックス付けは、検索用に構成されているすべての
ClearQuest レコードを読み取って、それらのレコードのデータをインデックス付
けのために検索エンジン (Solr) に送信するプロセスです。バッチ モードのイン
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デックス付けは、コマンド setup_cq_fts の実行の一環として実行されます。この
コマンドは、初期インデックス付けの後に新規のバッチ インデックス付けを強制
実行するために使用します。

このコマンドを実行する前に、stop_update_idx コマンドを実行して更新モードの
インデクサを停止してください。そうしないと、更新モードのインデクサによっ
てインデックス付けされた、より新しいレコードのデータが、バッチ モードのイ
ンデクサによって置き換えられる可能性があります。

このコマンドによる再インデックス付けが完了した時点では、インデックスがフ
ラグメント化されています。通常、このことが検索のパフォーマンスに影響する
ことはありません。しかし、インデックスのサイズは、最大で現行サイズの 2 倍
まで大きくなることがあります。インデックスを最適化してそのサイズを縮小す
るには、コマンド optimize_idx を実行します。

用法  :  テスト環境で作業する場合や、IBM Rational クライアント サポートから指示され
た場合を除いて、このコマンドを使用する必要はありません。

結果  :  検索インデックスが更新されます。そのサイズが、最大で現行サイズの 2 倍まで
大きくなります。したがって、このコマンドを使用する際には、事前に十分な
ディスク スペースがあるか確認してください。再インデックス付けの実行中は更
新モードのインデクサを無効にするため、検索結果は不完全になる可能性があり
ます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、検索可能なレコードの完全な再イン
デックス付けを実行するように指示されました。

1) 更新モードのインデクサを停止します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
stop_update_idx

2) バッチ モードの再インデックス付けを強制実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
fresh_batch_idx

3) インデックスの最適化を実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
optimize_idx

4) 更新モードのインデクサを有効にします。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
start_update_idx

注注注注注注意意意意意意: これらのステップは 1 つのコマンドに結合することができます。再インデッ
クス付けするレコードの数が多い場合、この操作には長い時間がかかるため、次
のようにすると便利です。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
stop_update_idx --fresh_batch_idx --optimize_idx --
start_update_idx 

--fresh_update_idx

要約  :  更新モードのインデクサによるインデックス付けを再度強制的に開始します。そ
の際、ClearQuest ユーザー データベースの最初に記録された oplog から始めま
す。

© Copyright IBM Corp. 2010 29 of 55



IBM Rational ClearQuest 7.1.1: 全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索アアアアアアドドドドドドミミミミミミニニニニニニスススススストトトトトトレレレレレレーーーーーータタタタタターーーーーー ユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーーズズズズズズ ガガガガガガイイイイイイドドドドドド

概要  :  更新モードのインデックス付けは、ClearQuest データベースで、検索用に構成さ
れたレコード タイプへの変更をモニターするプロセスです。このモニターは、
ClearQuest データベースの oplog を検査することによって実行されます。更新モー
ドのインデックス付けは、コマンド setup_cq_fts の一環として有効になります。

fresh_batch_idx と異なり、このコマンドでは更新モードのインデクサを停止する
必要はありません。 

データが追加されたインデックスに対してこのコマンドが実行された場合、イン
デックスはフラグメント化されます。通常、このことが検索のパフォーマンスに
影響することはありません。しかし、インデックスのサイズは、最大で現行サイ
ズの 2 倍まで大きくなることがあります。インデックスを最適化してそのサイズ
を縮小するには、コマンド optimize_idx を実行します。

更新モードのインデクサを最初に記録された oplog から開始するかどうかは慎重
に検討してください。特に、一貫して oplog を消去していなかった場合には、時
間とともに、ClearQuest レコードで実行されたすべてのアクションに関する oplog
を収集することになるため、最初に記録された oplog からのインデックス付けは
好ましくない場合があります。このコマンドは、テスト環境で使用することや、
IBM Rational クライアント サポートとともに全文検索デプロイメントの問題をデ
バッグすることを目的にしています。

用法  :  テスト環境で作業する場合や、IBM Rational クライアント サポートから指示され
た場合を除いて、このコマンドを使用する必要はありません。

結果  :  検索インデックスが更新されます。そのサイズが、最大で現行サイズの 2 倍まで
大きくなります。したがって、このコマンドを使用する際には、事前に十分な
ディスク スペースがあるか確認してください。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、更新モードのインデクサによる再イン
デックス付けを強制実行するように指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
fresh_update_idx

--gather_diagnostic_data

要約  :  問題を診断するために、IBM Rational ClearQuest 全文検索プロファイルの診断デー
タを収集するために使用します。

概要  :  このコマンドは、ClearQuest 全文検索デプロイメントに関連するデータを収集し
ます。データはディレクトリ内にコピーされます。このデータは、IBM Rational
クライアント サポートに送信するように指示されることがあります。データを送
信する前に、そのデータに機密情報が含まれていないことを確認してください。
通常、最も機密度の高いデータは、検索用に有効にしたレコード タイプ名、およ
び過去数日の間に組織で実行された検索用語の履歴です。この履歴は、使用して
いる WAS プロファイルの WebSphere が保守しているログです。

パスワードは、画面またはログ ファイルに出力する際にはアスタリスク (*) に変
換されます。これらが非暗号化テキストとして保管されることはありません。

用法  :  このコマンドは、全文検索に関する問題を診断しやすくするために、診断データ
を収集して、IBM Rational クライアント サポートに送信する際に使用します。

結果  :  データまたは構成設定が変更されることはありません。デプロイメントとタイム
スタンプからなる名前の新規ディレクトリが作成されます。診断データの累積サ
イズはデプロイメント内のログの合計サイズによって変わりますが、通常は MB
(メガバイト) 単位です。実際のインデックスは診断データに含まれません。
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ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、全文検索に関する問題を解決しやすく
するために診断データを送信するように指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
gather_diagnostic_data

このコマンドにより診断データが作成され、以下の場所に置かれます。

D:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL.Diag-time-stamp

--gen_entity_file

要約  :  ユーザー データベースに基づいてエンティティ ファイルを生成します。

概要  :  ClearQuest ユーザー データベースに対して初めて全文検索をデプロイする際に
は、ClearQuest ユーザー データベースのスキーマが参照するすべてのレコード タ
イプおよびそれらのフィールドを保持するエンティティ ファイルが必要です。こ
のエンティティ ファイルを入力データとして使用して、全文検索のプロパティ
XML ファイル、Solr の中間 XML ファイル、Solr の schema.xml ファイルが生成
されます。デフォルトでこのエンティティ ファイルには、ClearQuest スキーマの
すべてのレコード タイプおよびそれらのすべてのフィールドが含まれています。
これらのすべてのフィールドで検索を有効にすることが好ましくない場合もあり
ます。エンティティ ファイルをカスタマイズして、どのレコード タイプ、および
それらのタイプのどのフィールドで検索を有効にする (検索から除外する) かを指
定することができます。

このエンティティ ファイルの内容によって、検索を行うレコード タイプおよび
フィールドの最終セットが決定されます。

用法  :  このコマンドは、setup_cq_fts コマンドを発行した場合に呼び出されるため、通常
は直接使用する必要はありません。 このコマンドは、デプロイメントを微調整ま
たはデバッグする必要がある場合に指定します。

.

結果  :  既存のデプロイメントに対してこのコマンドを使用すると、Entity-dbset-
userdb.txtファイルが上書きされ、行った編集内容が失われます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、全文検索のデプロイメントに関する問
題をデバッグするか、デプロイメントをカスタマイズするように指示されまし
た。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
gen_entity_file

--gen_fts_files

要約  :  ユーザー データベースおよびエンティティ ファイルに基づいて、ClearQuest 全文
検索のプロパティ XML ファイルを生成します。

概要  :  ユーザー データベースに全文検索を最初にデプロイする際には、全文検索のプロ
パティ XML ファイルを生成する必要があります。このファイルには、インデッ
クス付けの頻度、インデックス付けのバッチ サイズ、検索サーバー情報など、デ
プロイメント設定に関する情報が保持されています。

用法  :  このコマンドは、setup_cq_fts コマンドを発行した場合に呼び出されるため、通常
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は直接使用する必要はありません。 このコマンドは、デプロイメントを微調整ま
たはデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  既存のデプロイメントに対してこのコマンドを使用すると、Entity-dbset-
userdb.txtファイルが上書きされ、行った編集内容が失われます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、全文検索のデプロイメントに関する問
題をデバッグするか、デプロイメントをカスタマイズするように指示されまし
た。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
gen_fts_file

--help

要約  :  ヘルプ コンテキストを表示して、終了します。

概要  :  このコマンドは、使用可能なコマンド、要約、例を表示します。

用法  :  cqtsadmin.pl についての知識はありますが、使用可能なコマンドについて簡単に
確認する必要があります。このコマンドを実行すると、使用可能なすべてのコマ
ンドが表示されます。

結果  :  なし。このコマンドは、どのデータも変更しません。コマンドを実行するための
認証も不要です。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  使用可能なコマンドのリストを表示する必要があります。

cqperl cqtsadmin.pl --help

--init_cq_fts

要約  :  ClearQuest 全文検索のデフォルト テンプレートをコピーして、デフォルトのエン
ティティ ファイルを生成します。このコマンドは実際には copy_fts_template およ
び gen_entity_file を実行します。

概要  :  このコマンドは、全文検索をデプロイする際に実行する最初のコマンドの 1 つで
す。完了時には、ftshome ディレクトリに dbset_userdb というディレクトリが
作成されます。 つまり、データベース セット名が TextSearch で、ユーザー
データベース名が SAMPL である場合、そのディレクトリは TextSearch_SAMPL
になります。このデプロイメントに関連するすべてのデフォルトのデータおよび
設定が、このディレクトリに置かれます。

このコマンドで作成される重要なファイルの 1 つが、エンティティ ファイルで
す。このエンティティ ファイルの名前は Entity-dbset-userdb.txt で、
ftshome ディレクトリに置かれます。デプロイメントをカスタマイズする際には、
それをそのまま使用するか、検索対象から外すレコード タイプおよびフィールド
を削除するかを判断します。

作成されるもう 1 つの重要なファイルが、全文検索アドミニストレーター構成
ファイルです。このファイルの名前は、cqftsadmin-dbset-userdb.xml で
す。このファイルには、サーバー名、WAS プロファイル名、インデックス付けの
バッチ サイズ、インデックス付けの頻度など、使用しているデプロイメントおよ
び環境に固有の追加のデフォルト設定が保持されています。

エンティティ ファイルおよび全文検索アドミニストレーター構成ファイルについ
て詳しくは、developerWorks の記事の第 3 部を参照してください。
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用法  :  このコマンドは、全文検索のデプロイメントを事前構成するために使用します。
「ftshome」ディレクトリが作成され、そこにデフォルトのファイルがコピーされ
て、デフォルト値が設定されます。通常は、デプロイメントを完了する前に、エ
ンティティ ファイルをカスタマイズします。

結果  :  このコマンドにより新規の ftshome ディレクトリが作成され (存在しない場合)、
デプロイメントのデフォルトのデータおよび設定がその中にコピーされます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  ユーザー データベースの 1 つに対して全文検索のデプロイメントを新規に開始す
る必要があります。

1) 次のコマンドを実行して、デプロイメントを事前構成します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
init_cq_fts

2) このデプロイメントのエンティティ ファイルを編集して、検索可能にしない
レコード タイプまたはフィールドを削除します。
D:¥CQ.Search¥TextSerch_SAMPL¥Entity-TextSearch-SAMPL.txt

3) 次のコマンドを実行して、デプロイメントを完了します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
setup_cq_fts

4) スキーマの設計に基づいて、各レコード タイプのどのフィールドが表示
フィールドに最適かを決定します。全文検索のプロパティ XML ファイルを編
集して、各レコード タイプの表示フィールドを選択します。例えば、次のよ
うに変更します。

<field name="Headline" disp_order="0" index="true"></
field>
変更後:

<field name="Headline" disp_order="1" index="true"></
field>

5) この変更を今後の全文検索結果に反映するために、次のコマンドを実行しま
す。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
enable_cqweb_fts
この変更は、ユーザーが次に ClearQuest セッションにログインしたときに反
映されます。

--lock_cq_fts

要約  :  この ClearQuest 全文検索デプロイメントをロックして、全文検索アドミニスト
レーター ツールが、変更不可能なコマンドのみを実行できるようにします。

概要  :  このコマンドにより、全文検索デプロイメントが誤って変更されることがなくな
ります。これが完了すると、使用可能なほぼすべてのコマンドがブロックされ、
デプロイメントがロックされているというメッセージが表示されます。デプロイ
メントをアンロックするには、コマンド unlock_cq_fts を実行します。

用法  :  全文検索のデプロイ後に誤って変更されることを防ぐには、このコマンドを実行
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してデプロイメントをロックします。

このロックの強度は高くありません。適切なファイル システム アクセス権限また
は ClearQuest 権限を持っていれば、だれでもデプロイメントをアンロックできま
す。このコマンドの目的は、デプロイメントが完了していることと、これ以上の
変更は連絡をした上で慎重に実行する必要があることを通知する手段を管理者に
与えることです。

結果  :  なし。全文検索デプロイメントのデータおよび設定に影響することはありませ
ん。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  デプロイメントが完了したため、デプロイメントが変更されないようにする必要
があります。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
lock_cq_fts

--optimize_idx

要約  :  検索インデックスを最適化 (デフラグ) します。

概要  :  このコマンドは検索インデックスを最適化します。完了後、インデックスは再書
き込みされ、フラグメント化は解消します。

用法  :  検索インデックスにレコードを追加したり変更したりすると、フラグメント化が
発生することがあります。フラグメント化されたインデックスは、フラグメント
化されていないインデックスよりも大きくなる傾向があります。大きくなるほか
にも、わずかにパフォーマンスが低下する可能性があります。インデックスのサ
イズを縮小してパフォーマンスを回復させるには、少なくとも年に 1 回インデッ
クスを最適化してください。ClearQuest データベースでレコードの変更、追加、
削除によるアクティビティが大量に発生する場合には、これよりも高い頻度で最
適化を行ってください。

このコマンドを実行する場合は、事前に十分な空きディスク スペースを確保して
ください。通常、インデックスが 2 GB の場合には、最適化を開始する前に少な
くとも 2 GB (可能であれば 2.5 GB) の空きディスク スペースを確保しておきま
す。そうしないと最適化が失敗します。ただし、元のインデックスが損なわれる
ことはありません。空きディスク スペースが必要になるのは、最適化中に元のイ
ンデックスが再書き込みされるためです。古いインデックスは、新しいインデッ
クスが再生成されるまで保持されます。

インデックスの最適化に要する時間は、インデックスのサイズと、ハード ディス
クおよび I/O の速度によって変わります。2 GB のインデックスを最適化する場
合、数時間かかる可能性があります。最適化中は、更新モードのインデクサを含
め、すべての全文検索サービスを引き続き使用することができます。ただし、パ
フォーマンスは若干低下する可能性があります。したがって、インデックスの最
適化はオフピーク時間に行うように計画してください。

結果  :  検索インデックスが再書き込みされます。最適化中に 入出力エラーが発生した場
合、原因として最も可能性が高いのは、ディスク スペース不足です。元のイン
デックスが損なわれることはありません。元のインデックスのサイズは一時的に
大きくなることがありますが、最適化が完了すれば、元のサイズに戻ります。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  検索インデックスを最適化する必要があります。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
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TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
optimize_idx

--remove_lucene_idx_lock

要約  :  Lucene のインデックス ロックを解除します (何らかの理由により、ロックが失効
状態になった場合)。

概要  :  このコマンドは、Lucene の検索インデックスに対するロックを解除するために使
用します。検索エンジンである Lucene は、更新を同期するために「ロック」を使
用します。非常にまれなケースとして、Lucene またはサーバーでロックの取得時
にエラーが発生し、Lucene が正常に復旧できないために、ロックがアクティブな
ままになることがあります。ロックがアクティブな間は検索インデックスを更新
できません。そのため、ClearQuest レコードを追加または更新することができま
せん。インデックスの整合性に問題がない限り、インデックスに対する全文検索
は引き続き機能します。

このようなロックから復旧するには、コマンド行で stop_fts_was_profile、
start_fts_was_profile、そしてこのコマンドを実行して WAS プロファイルを再始
動します。

このコマンドを実行する際、サービスの再始動期間中は全文検索が中断されま
す。

用法  :  新規に追加された ClearQuest レコードが検索結果に表示されていないことに気付
きます。WAS プロファイルのログを確認し、Lucene が報告しているエラーから、
インデックスがロックされていることが分かります。このコマンドを使用して
ロックを解除します。

結果  :  なし。全文検索デプロイメントのデータおよび設定に影響することはありませ
ん。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  Lucene のインデックス ロックを解除する必要があります。次のように、インデッ
クスの停止、開始、アンロックを 1 つのステップで実行します。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
stop_fts_was_profile --start_fts_was_profile --
remove_lucene_idx_lock

--remove_record_type

要約  :  レコード タイプを削除します。

概要  :  このコマンドは、検索インデックスから 1 つ以上の ClearQuest レコード タイプを
削除します。今後の検索では、削除されたレコード タイプに属する一致結果は検
出されなくなります。

このコマンドは、全文検索アドミニストレーター構成ファイル cqtsadmin-
dbset-userdb.xml を使用して指定する必要のあるデータとともに使用しま
す。構成ファイルの XML タグ <removeRecordType> に、削除するレコード タイプ
の名前をリストします。複数のレコード タイプを削除するには、それぞれの名前
をセミコロン (「;」) で区切ります。

このコマンドは、複数の状態を経て実行されます。いずれかの状態にあるときに
エラーが発生した場合は、エラー メッセージによって問題の修正方法が通知され
ます。コマンドを再実行すると、中断した個所から続行されます。

このコマンドを実行する場合は、事前にデプロイメントのバックアップを作成し
てください。
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レコード タイプの削除では、そのレコード タイプに関連するデータを検索イン
デックスからのみ削除します。このコマンドが ClearQuest に影響することはあり
ません。

用法  :  ClearQuest スキーマに基づいて全文検索をデプロイした後には、特定のレコード
タイプに対する検索を許可しないように要求されます。このコマンドでは、それ
らのレコード タイプをインデックスから削除して、今後は検索できないようにし
ます。

このコマンドのもう 1 つの用法として、インデックス付けされたレコード タイプ
が ClearQuest スキーマ内で変更された場合が挙げられます。新規のフィールドを
追加した場合やフィールド名を変更した場合などが考えられます。この変更を検
索インデックスに反映するため、remove_record_type を使用してから、
add_record_type を使用します。

結果  :  削除されたレコード タイプへのすべての参照が存在しなくなり、検索できなくな
るように検索インデックスが変更されます。また、これらのレコード タイプへの
参照が全文検索のプロパティ XML ファイルおよびエンティティ ファイルから削
除されます。

このコマンドの実行中、WAS プロファイルの再始動時には検索サービスが一時的
に中断されます。ユーザーが、サーバーがダウンしているというエラーを受け取
ることがあります。また、このコマンドの完了後に ClearQuest セッションを開い
たユーザーに対して、削除したレコード タイプが ClearQuest Web GUI の [検検検検検検索索索索索索範範範範範範
囲囲囲囲囲囲] に引き続き表示されます。ユーザーがこれらのレコード タイプの検索を試行
しても、ヒットはありません。ユーザーの [検検検検検検索索索索索索範範範範範範囲囲囲囲囲囲] に検索インデックスを反映
させるには、それらのユーザーがログインし直す必要があります。

このコマンドは、インデックスのフラグメント化を引き起こします。このコマン
ドを実行した後には、インデックスのサイズとパフォーマンスの両方がピーク レ
ベルになるようにインデックスを最適化してください。

ステートフルか  :  はい。このコマンドがいずれかの実行ポイントで失敗した場合には、問題
を修正して、コマンドを再実行することができます。コマンドは中断した個所か
ら続行されます。障害発生時には、実行すべき作業がエラー メッセージによって
指示されます。

例  :  検索インデックスから 2 つのレコード タイプを削除する必要があります。

1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、削除するレ
コード タイプを XML タグ <removeRecordType> に追加します。各レコード タ
イプは、セミコロン (;) によって区切ります。
<newValue required="no">Email_Rule;Customer</newValue>

2) 次のコマンドを実行して、2 つのレコード タイプを削除します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
remove_record_type

3) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<removeRecordType> に追加した 2 つのレコード タイプを削除します。このハ
ウスキーピング作業によって、これらの削除したレコード タイプを後で再度
追加した場合に、誤って削除してしまうことがなくなります。

--repair_records

要約  :  バッチ モードまたは更新モードのインデクサによるインデックス付けが失敗した
レコードのインデックス付けを行います。

概要  :  バッチ モードおよび更新モードのインデックス付け中に、レコードを読み取った
り、レコードをインデックス付けのためにサーバーに送信したりすることができ
なくなるような問題がプロセスで発生した場合には、障害の発生したレコードの

© Copyright IBM Corp. 2010 36 of 55



IBM Rational ClearQuest 7.1.1: 全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索アアアアアアドドドドドドミミミミミミニニニニニニスススススストトトトトトレレレレレレーーーーーータタタタタターーーーーー ユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーーズズズズズズ ガガガガガガイイイイイイドドドドドド

ClearQuest レコード ID をリストした修復ファイルが作成されます。このコマンド
は、修復ファイルを読み取って、別の障害が発生する可能性を低くするために、
一度に 1 レコードずつ再インデックス付けを行います。

用法  :  全文検索のデプロイメントの一環として、バッチ モードのインデックス付けの完
了時に、このコマンドを実行して、インデックス付けが行われなかった可能性の
あるすべてのレコードにインデックス付けを行うようにしてください。また、更
新モードのインデックス付け中には、インデックス付けが行われていないレコー
ドがないか、定期的に ftshome を確認してください。レコードにインデックス付
けが行われていない場合は、命名規則 record-type-nametime-stamp.xml
に従ったファイルがあります (例えば、Defect1222923990646.xml)。こうした
ファイルがある場合には、このコマンドを実行してレコードにインデックス付け
を行ってください。

結果  :  新たにインデックス付けされたレコードからのデータが検索インデックスに組み
込まれます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  バッチ モードまたは更新モードのインデックス付けでインデックス付けされな
かったレコードにインデックス付けを行う必要があります。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
repair_records

--restore_was_profiles

要約  :  コマンド行オプション prep_upgd_was_profiles によって作成したバックアップ
データから ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルをリストアします。

概要  :  このコマンド行オプションは、コマンド行オプション prep_upgd_was_profiles に
よって作成したバックアップ データから ClearQuest 全文検索 WAS プロファイル
をリストアするために使用します。

用法  :  複数の ClearQuest ユーザー データベースに対して全文検索をデプロイする際に必
要な ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルを作成していた場合、ClearQuest を
アップグレードまたは再インストールする際にそれらのプロファイルは保存され
ません。このコマンド行オプションは、ClearQuest のアップグレードまたは再イ
ンストールが完了した後に、すべての ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルを
リストアします。

既に存在する ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルのリストアを試行した場
合、このコマンド行オプションは失敗します。

このコマンド行オプションは、任意の dbset、userdb、ftshome に対して実行でき
ます。

結果  :  全文検索 WAS プロファイルが再作成され、元の設定値にリストアされます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  ClearQuest のアップグレードまたは再インストールの完了後に、すべての
ClearQuest 全文検索 WAS プロファイルをバックアップ データからリストアする
必要があります。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
restore_was_profiles E:¥FTSBackupWASProfiles
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--run_batch_idx

要約  :  バッチ モードのインデクサを実行します。

概要  :  このコマンドはバッチ モードのインデクサを開始します。検索用に構成したすべ
ての ClearQuest レコードにインデックス付けを行います。このコマンドは、進行
中に Ctrl-C を使用すると停止し、その後、停止した個所から実行を再開すること
ができます。完全な再インデックス付けを強制実行するには、fresh_batch_idx を
使用します。

バッチ サイズまたはスレッド数の設定が高すぎるか、ClearQuest レコードに大量
のデータがある場合、このコマンドは失敗する可能性があります。失敗の原因と
して最も一般的なものは、メモリ不足です。この場合は、バッチ サイズを小さく
するか、使用中のスレッド数を減らしてください。この場合、インデックス付け
にかかる時間は長くなります。あるいは、バッチ モードのインデクサ (XML タグ
<batchIndexJVMParm> を使用) と検索サーバーのメモリ (XML タグ
<ftsWASProfileMaxHeapSize> を使用) の両方に対する JVM メモリを増やすことも
できます。メモリを増やす必要がある場合、それはバッチ モードのインデクサが
完了するまでの一時所要量です。このような状況に最適のアクションを判別する
ためには、IBM Rational クライアント サポートまでお問い合わせください。

用法  :  このコマンドは、setup_cq_fts コマンドを発行した場合に呼び出されるため、通常
は直接使用する必要はありません。 このコマンドは、デプロイメントを微調整ま
たはデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  このコマンドにより、ClearQuest データベースに対して ClearQuest SQL クエリー
が実行されます。次に、結果のレコードが取り出され、それらがインデックス付
けのために Solr 検索サーバーに送信されます。実質的には、このコマンドの実行
中に ClearQuest データベース サーバーに要求が行われ、検索インデックスが更新
されます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラー (ネットワークまたはディスク)、メモリ不足エ
ラー、予期しない構成エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  すべての ClearQuest レコードにインデックス付けを行う必要があります。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
run_batch_idx

--setup_cq_fts

要約  :  現在の設定を使用して、エンティティ ファイルおよび全文検索アドミニストレー
ター構成ファイルからエンドツーエンドの ClearQuest 全文検索セットアップを実
行します。

概要  :  このコマンドを使用して、全文検索デプロイメントを完了します。 最初に、全文
検索アドミニストレーター構成ファイル、ClearQuest First データベース、および
オペレーティング システムに基づいて、エンティティ ファイル、全文検索プロパ
ティ XML ファイル、および schema.xml Solr ファイルがカスタマイズされ構成
されます。2 番目に、ClearQuest Web GUI での ClearQuest 全文検索が使用可能に設
定されます ([全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタンが使用可能になります。また、ClearQuest データ
ベースが機能レベル 7 であり、レプリカが作成されていない場合には、oplog の生
成が開始されます)。 3 番目に、バッチ モードのインデックス付け (すなわち、す
べての ClearQuest レコードにおいて、エンティティ ファイルの検索用に設定した
レコード タイプのインデックス付け) が開始されます。 最後に、更新モードのイ
ンデックス付けが使用可能に設定されます。これで、デプロイメントが完了しま
す。

このコマンドは、その状態を維持します。コマンドが完了する前にエラーが発生
した場合、その状態が設定され、続行する前にエラーを修正する必要がありま
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す。エラー メッセージおよびログには、エラーを修復する方法についての説明が
記載されています。修復手順は、エラーの内容、およびエラーが発生した状態に
より異なります。

用法  :  このコマンドを使用して、全文検索のデプロイメントを完了します。通常、この
コマンドは、エンティティ ファイルのカスタマイズ後に実行します。このコマン
ドの実行中、[全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタンが ClearQuest Web GUI で使用可能になり、再度
ログインしたユーザーは検索を行うことができます。ただし、デプロイメントが
完了するまで、検索結果は完全なものになりません。バッチ モードのインデック
ス付け中およびインデックス付け後に生じるレコード変更のすべてを取り込むた
めに、oplogs が生成される必要があります (特に、ClearQuest データベースのレプ
リカが作成されていない場合)。したがって、ラジオ ボタンが使用可能になってい
ることが重要になります。

バッチ モードのインデックス付けは、CPU および入出力の制約 (およびデフォル
トの JVM メモリ設定を高めた場合には、メモリの制約) を受けるため、デプロイ
するコンピュータの使用率が高くなることが予想されます。また、バッチ モード
のインデクサをどの程度アグレッシブに設定するか (バッチ サイズおよびスレッ
ド数を増加させる) によっては、バッチ モードのインデックス付け中に ClearQuest
データベースの使用率が高くなることも予想されます。

結果  :  複数のファイルが ftshome ディレクトリに作成されます。索引が作成され、WAS
の下で検索サービスが使用可能になり、全文検索プロパティ XML ファイルが組
み込まれるように ClearQuest データベースが更新されます (該当ファイルが
Windows ホスト上にある場合)。 ClearQuest データベースのレプリカが作成されて
いない場合は、oplog 生成が使用可能です。ClearQuest によりレプリカが作成され
たユーザー データベースでは、通常の oplog 生成が継続されます。

ステートフルか  :  はい。実行ポイントのいずれかにおいてコマンドが失敗した場合、コマン
ドの発行および再実行の修正を行うことができます。コマンドは、中断されたと
ころから続行します。障害発生時には、実行すべき作業がエラー メッセージに
よって指示されます。

例  :   init_cq_fts コマンドを実行し、エンティティ ファイルを編集しました。 次に、デ
プロイメントを完了します。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
setup_cq_fts

--set_was_max_mem

要約  :  JVM MAX メモリを WAS プロファイル用に設定します。

概要  :  このコマンドを使用して、WAS プロファイルが使用できる JVM メモリの最大量
を設定します。 デフォルトは 300 MB です。バッチ サイズが大きくなった場合、
スレッド数が増加した場合、ClearQuest レコード タイプが複雑な場合 (フィールド
が多い、データ セットが大きい) などには、この設定では不十分なことがありま
す (特にバッチ モードのインデックス付け中)。

このコマンドは、構成ファイルの XML タグ <ftsWASProfileMaxHeapSize> にある
メモリ設定を読み取り、JVM メモリをこの値に設定します。

用法  :  インデックス付けが失敗する場合 (例えば、バッチ モードのインデックス付け中
に WAS プロファイル サーバーからメモリ不足エラーが報告された場合)、メモリ
設定が低すぎる可能性があります。以下のいずれかを実行して、メモリ不足エ
ラーを修復してください。

 バッチ サイズおよびスレッド数を小さくしてください。これにより、イン
デックス付けを完了するまでの時間が増加します。

 一時的に JVM メモリを増加させてください。

© Copyright IBM Corp. 2010 39 of 55



IBM Rational ClearQuest 7.1.1: 全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索アアアアアアドドドドドドミミミミミミニニニニニニスススススストトトトトトレレレレレレーーーーーータタタタタターーーーーー ユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーーズズズズズズ ガガガガガガイイイイイイドドドドドド

JVM 最大メモリは、バッチ モード インデックス付けが完了するまで、一時的に
大きく設定しておくことをお勧めします。

結果  :  WAS プロファイル用の JVM 最大メモリは、新規の値に変更されます。実際に
は、さらに大きなシステム メモリが WAS プロファイルに割り当てられます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  インデックス付け中に、WAS プロファイルでメモリ不足エラーが発生しました。
続行する前に、この問題に対処する必要があります。

1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集し、XML タグ
<ftsWASProfileMaxHeapSize> の JVM メモリを 1.5 GB に設定します。
<newValue required="no">1536</newValue>

2) このコマンドを実行して、新規の JVM メモリ設定を行います。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
set_was_max_mem

--set_solr_home

要約  :  WAS プロファイル下において、Solr のホーム ディレクトリをこの ClearQuest ユー
ザー データベース用に設定します。

概要  :  このコマンドを使用して、 WAS の下で Solr のホーム ディレクトリを設定しま
す。これは、各デプロイメントには固有の schema.xml 構成ファイルおよびイン
デックスがあるためです。Solr ホームが適切に設定されていない (つまり間違った
ロケーションに設定されている) 場合、WAS 全文検索プロファイルが開始されな
いことがあります。 このことが生じた場合、対応する全文検索 WAS プロファイ
ルの logs ディレクトリ (パス %RATIONAL_COMMON%/CM/profiles/cmprofile/logs/
server1/logs/) に、エラーが記録されます。

用法  :  このコマンドは、setup_cq_fts コマンドを発行した場合に呼び出されるため、通常
は直接使用する必要はありません。 このコマンドは、デプロイメントを微調整ま
たはデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  デプロイされた WAS プロファイルの JVM プロパティが、Solr のホーム環境変数
が設定されるように変更されます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、このコマンドを使用して、全文検索デ
プロイメントの問題点をデバッグしたり、デプロイメントをカスタマイズしたり
するように指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
set_solr_home

--scrub_oplog

要約  :  指定の日付より前に作成された oplog をスクラブします。

概要  :  このコマンドを使用して、レプリカが作成されていない ClearQuest ユーザー デー
タベースから oplog をスクラブします。 ClearQuest により、レコードに行った変
更を追跡するための oplog が生成されます。ClearQuest 全文検索により、更新モー
ドのインデックス付け中の oplog がモニターされ、検索インデックスとこれらの
変更が同期されます。

oplog は ClearQuest データベース内で保持される一時データであるため、oplog を
無期限に保持しても意味はありません。oplog の増大を防ぐために、古い oplog を
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定期的にスクラブしてください。

ClearQuest ユーザー データベースのレプリカが作成されている場合は、oplog のス
クラブにレプリカ作成ツールとポリシーを使用します。このコマンドの使用を試
みると、レプリカ作成ツールの使用を指示するエラー メッセージが出されて失敗
します。

ClearQuest ユーザー データベースの レプリカが作成されていない場合は、oplog
の作成率に基づいて、oplog のスクラブの頻度をできるだけ低くしてください。

一部の oplog が更新モードのインデクサでまだ処理されていないような場合に
は、すべての oplog をスクラブしないでください。これを行ってしまうと、検索
インデックスが ClearQuest レコードと同期しなくなるため、検索の正確性や完全
性が損なわれる恐れがあります。このシナリオでは、バッチ モードでの再イン
デックス付けが必要です。

oplog のスクラブ頻度が激しい (更新モードのインデクサのスループットが不十分
である) 場合、インデックスが不正確になったり、ヒットが失われたりすることが
あります。 更新モードのインデクサが最新であることを確認し、(1 カ月を超え
た) 古い oplog のみをスクラブするか、あるいはスクラブ自体をスキップしてくだ
さい (oplog のスクラブはクリティカルな問題ではありません)。

用法  :  データベースの容量を保存し、未使用のデータをクリーンアップするために、レ
プリカが作成されていない ClearQuest ユーザー データベースの oplog を必要に応
じてスクラブします。ClearQuest データベースのレプリカが作成されている場
合、このコマンドは決して使用しないでください。

結果  :  指定された日付以前に作成された oplog テーブルにある ClearQuest oplog が削除さ
れます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  ClearQuest 管理者として、古い oplog を定期的にスクラブする必要があります。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
scrub_oplog "31-Oct-2009"

サポートされる日付形式については、「ClearQuest ユーザーズ ガイド」の oplog
スクラブに関する説明を参照してください。

--start_fts_was_profile

要約  :  WAS の下で ClearQuest 検索プロファイルを開始します。

概要  :  このコマンドを使用して、全文検索 WAS プロファイル サービスを開始します。
検索要求を実行し、更新モードのインデクサが新規レコードまたは更新済みのレ
コードの検査を開始し、これらのレコードをインデックス付け用に検索エンジン
に送信するために、検索 WAS プロファイルを開始する必要があります。

用法  :  このコマンドは、setup_cq_fts コマンドを発行した場合に呼び出されるため、通常
は直接使用する必要はありません。 このコマンドは、デプロイメントを微調整ま
たはデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  検索 WAS プロファイルが停止していた場合でも、検索 WAS プロファイルが開始
され、一時メモリおよび CPU リソースが消費されます。 検索サービスおよび更
新モードのインデクサが使用可能であれば、その実行が開始されます。

WAS プロファイルが既に開始されている場合には、何も変更はありません。

ステートフルか  :  いいえ。このコマンドは、入出力エラー、Solr サーバーの障害、WAS プ
ロファイル開始の失敗 (通常はセットアップの問題が原因) などが起こらない限
り、失敗しません。
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例  :  IBM Rational クライアント サポートから、検索 WAS プロファイルを開始するよ
うに指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
start_fts_was_profile

--start_update_idx

要約  :  WAS の下で更新モードのインデクサを使用可能にし、開始します。

概要  :  このコマンドを使用して、WAS プロファイルの下で実行される更新モードのイン
デクサを使用可能にしてから、開始します。 更新モードのインデクサにより、検
索インデックスと ClearQuest データベースに行われた変更とが同期されます。
oplog がモニターされ、新規の値がインデックス付けされます。全文検索アドミニ
ストレーター構成ファイルの XML タグ<updateIndexDelay> とインデックスとが同
期される頻度を構成してください。

用法  :  このコマンドは、setup_cq_fts コマンドを発行した場合に呼び出されるため、通常
は直接使用する必要はありません。 このコマンドは、デプロイメントを微調整ま
たはデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  WAS プロファイルの下で実行される更新モードのインデクサが使用可能になり、
開始されます。ClearQuest レコードに対する変更、追加、および削除がインデッ
クス付けされ、検索結果に表示されるようになります。

ステートフルか  :  いいえ。このコマンドは、入出力エラー、Solr サーバーの障害、WAS プ
ロファイル開始の失敗 (通常はセットアップの問題が原因) などが起こらない限
り、失敗しません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、更新インデクサを使用可能にするよう
に指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
start_update_idx

--stop_fts_was_profile

要約  :  WAS プロファイル サービスの下で ClearQuest 検索プロファイルを停止します。

概要  :  このコマンドを使用して、全文検索 WAS プロファイル サービスを停止します。
WAS プロファイルが停止すると、検索サービスが使用できなくなり、更新モード
のインデクサは、検索インデックスと ClearQuest レコードに行われた変更との同
期を停止します。

用法  :  このコマンドは、setup_cq_fts コマンドを発行した場合に呼び出されるため、通常
は直接使用する必要はありません。 このコマンドは、デプロイメントを微調整ま
たはデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  検索 WAS プロファイルが停止します。これにより、検索サービスと更新イン
デックス付けも停止します。WAS プロファイルが使用していたメモリと CPU が
解放されます。 また、検索はすべてエラーとなります。

oplog 生成は続行されます (ただし、[全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタンが ClearQuest Web GUI で
使用可能になっている間に限ります)。これにより、WAS プロファイルが再度実
行されると、更新モードのインデクサによる反映が許可されます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、検索 WAS プロファイルを停止するよ
うに指示されました。
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cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
stop_fts_was_profile

--stop_update_idx

要約  :  WAS 検索プロファイルの下で更新モードのインデクサを使用不可にし、停止しま
す。

概要  :  このコマンドを使用して、更新モードのインデクサを使用不可にし、停止しま
す。 更新モードのインデクサが停止した場合でも、検索サービスは使用できま
す。ただし、ClearQuest レコードに行われた変更は、更新モードのインデックス
付けが再度使用可能に設定されるか再開されるまで、インデックスに反映されま
せん。このため、最新でも正確でもない検索結果が生じる可能性があります。

用法  :  このコマンドは、コマンド setup_cq_fts および backup_fts を発行した場合に呼び
出されるため、通常は直接使用する必要はありません。 このコマンドは、デプロ
イメントを微調整またはデバッグする必要がある場合に指定します。

結果  :  WAS プロファイルの下で実行される更新モードのインデクサが使用不可になりま
す。新規および変更済みの ClearQuest レコードは、検索結果に反映されません。

oplog 生成は続行されます。ClearQuest レコードの変更は、更新モードのレコード
インデクサが再度使用可能になり、最新の oplog を反映してから、全文検索に反
映されます。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  IBM Rational クライアント サポートから、更新モードのインデクサを使用不可に
するように指示されました。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
stop_update_idx

--unlock_cq_fts

要約  :  すべての全文検索アドミニストレーター コマンドが実行できるように、
ClearQuest 全文検索デプロイメントをアンロックします。

概要  :  このコマンドを使用して、全文検索のロックされたデプロイメントをアンロック
します。 完了すると、使用可能な全文検索アドミニストレーター コマンドをすべ
て実行できるようになります。

用法  :  このコマンドを使用して、全文検索のロック済みデプロイメントをアンロックし
ます。これにより、使用可能なコマンドをすべて実行できるようになります。こ
のコマンドは、lock_cq_fts コマンドによるロックを元に戻します。

結果 : なし。全文検索デプロイメントのデータおよび設定は影響を受けませんが、すべ
てのコマンドを実行できるようになります。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  インデックスを最適化したいのですが、デプロイメントがロックされています。
デプロイメントをアンロックするよう選択し、インデックスを最適化してから再
度ロックします。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
unlock_cq_fts --optimize_idx --lock_cq_fts
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--show_scenarios

要約  :  cqtsadmin.pl ツールの使用方法についてのシナリオのリストを、例とともに表示
します。

概要  :  このコマンドを使用して、cqtsadmin.pl ツールの使用方法についてのシナリオの
リストを、例とともに表示します。シナリオは、このガイドにリストされたシナ
リオの短縮された形式になっています。完全なリストではない場合や、1 対 1 で
対応していない場合があります。

用法  :  このコマンド行オプションを使用して、資料「ユーザーズ ガイド」を参照するこ
となく、cqtsadmin.pl ツール用に最も頻繁に使用されるシナリオのリストを表示
します。シナリオの ID と見出しを確認するには、パラメータを指定せずにコマン
ドを実行します。シナリオの全文を確認するには、シナリオ ID をパラメータとし
て受け渡します。シナリオの完全なリスト (各シナリオに ID、見出し、および全
文の説明が含まれるもの) を表示するには、all パラメータを受け渡します。

結果 : なし。全文検索デプロイメントのデータおよび設定に影響することはありませ
ん。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  cqtsadmn.pl を使用してタスクを完了させたいのですが、方法を正確に覚えていま
せん。このコマンド行オプションを使用して、シナリオの見出しを ID とともにリ
ストしてください。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
show_scenarios

シナリオの全文を表示するには、このコマンドを再実行して、関心のあるシナリ
オ ID を受け渡します。

--update_fts_prop_files

要約  :  生成されたすべての ClearQuest 全文検索ファイルを更新します。

概要  :  全文検索アドミニストレーター構成ファイル cqtsadmin-dbset-userdb.xml
において以下の XML タグのいずれかを変更した後に、それらの変更が有効にな
るように変更を反映する必要があります。

<batchIndexBatchSize>, <batchIndexDelay>, <batchIndexThreads>,
<updateIndexBatchSize>, <updateIndexDelay>, <updateIndexLoginInterval>,
<ftsWASProfileName>, <ftsWASProfilePort>, and <ftsServerName>

例えば、バッチ モードのインデクサのバッチ サイズを変更した場合は、新規の値
が使用されるように、このコマンドを実行してから run_batch_idx コマンドを実
行する必要があります。

用法  :  全文検索をデプロイするために、場合によっては、デフォルト設定を変更する必
要があります。構成ファイルに変更を行った場合、該当する全文検索コンポーネ
ントに変更を反映する必要があります。

結果  :  影響を受けるコンポーネントは、変更する XML タグの値により異なります。詳
しくは、XML タグ資料の「cqtsadmin-<dbset>-<userdb>.xml」ファイルに関するセ
クションを参照してください。

ステートフルか  :  いいえ。入出力エラーが発生しない限り、このコマンドが失敗することは
ありません。

例  :  バッチ モードのインデックス付けの速度を上げるための手段として、バッチ サイ
ズとスレッド数を増やすことにしました。構成ファイルの変更後に、このコマン
ドを実行します。
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cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome D:¥CQ.Search --
update_fts_prop_files --run_batch_idx

シシシシシシナナナナナナリリリリリリオオオオオオ
IBM Rational ClearQuest 7.1.1.x 全文検索アドミニストレーター ツールを使うと、全文検索のセッ
トアップと構成を簡単に行うことができます。このセクションでは、このツールをご使用の環
境にデプロイする方法を説明するために、いくつかのシナリオを紹介します。

すすすすすすぐぐぐぐぐぐにににににに使使使使使使用用用用用用可可可可可可能能能能能能なななななな SAMPL ClearQuest デデデデデデーーーーーータタタタタタベベベベベベーーーーーースススススス上上上上上上でででででで全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索をををををを有有有有有有効効効効効効ににににににししししししてててててて、、、、、、そそそそそそ
のののののの構構構構構構成成成成成成とととととと機機機機機機能能能能能能ににににににつつつつつついいいいいいてててててて確確確確確確認認認認認認すすすすすするるるるるる

このシナリオでは、ClearQuest スキーマ リポジトリに TextSearch という接続と SAMPL とい
うユーザー データベースがあることを想定しています。

このシナリオを完了するまでに、約 15 分かかります (レコード数が少ない SAMPL ClearQuest
データベースで使用した場合)。このステップには約 10 分かかり、コマンドの実行には約 5 分か
かります。

注注注注注注意意意意意意: この例では、スペースの関係上省略されたテキスト箇所を、省略符号 (…) で表していま
す。

Windows   オペレーティング     システム  :  

1) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --init_cq_fts

このコマンドが完了すると、ClearQuest スキーマに関連する構成データが C:
¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥ に置かれます。

2) C:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥Entity-TextSearch-SAMPL.txt ファイルを
編集します。レコード タイプごとに、表示フィールドとして使用するフィールドを選択
し、そのフィールドの前にアンパサンド ( & ) を追加します。例えば、次のように変更
します。

Customer=Attachment,CallTrackingID,...,Name,Phone,...
Defect=Attachments,Description,Headline,Keywords,...
Email_Rule=Action_Types,Actions,...,Name,Operator_Value,...
Project=Description,Name,dbid,...

変更後:

Customer=Attachment,CallTrackingID,...,&Name,Phone,...
Defect=Attachmets,Description,&Headline,Keywords,...
Email_Rule=Action_Types,Actions,...,&Name,Operator_Value,...
Project=Description,Name,dbid,...

アンパサンドを付けることで、このレコード タイプについて、このフィールドの値を全
文検索結果に表示するよう、ClearQuest Web に対して指示します。

レコード タイプごとにフィールド名を選択する必要はありません。dbid フィールド
が、デフォルトの表示フィールドです。この表示フィールドは、データにインデックス
を付け直さすことなく、後でいつでも変更できます。詳しくは、シナリオ『既にイン
デックスが付いているレコード     タイプの表示フィールドを変更する  』の説明を参照して
ください。
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注注注注注注意意意意意意: ClearQuest 実動データベースで ClearQuest 全文検索をセットアップした場合、表示
フィールドの選択だけでなく、インデックスを付けるレコード タイプと関連フィールド
も選択することになります。たとえば、レコード タイプ Email_Rules にインデック
スを付けたくない場合は、このタイプをリストから削除してください。レコード タイプ
Customer に対して、Name と Phone の 2 つのフィールドのみにインデックスを付ける
には、 その他のフィールドを削除して、これらのフィールドは残します。

3) C:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイ
ルを編集して、XML タグ <updateIndexDelay> の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue required="no">10</newValue>
これによって、更新モードのインデックス付け延期期間のデフォルト値が、10 分 (600
秒) から 10 秒に変更されます。これは、ClearQuest レコードに加えた変更が全文検索結
果に表示されるまでに最大 10 秒 (10 分ではなく) かかることを意味します。

注注注注注注意意意意意意: 実動での使用時には、このような低い値は設定しないことをお勧めします。これ
を行うと、ClearQuest データベースへのログオンとログオフの各呼び出しが過度に行わ
れることになり、CPU、メモリ、データベースのリソースが消費されます。

4) デプロイメントを完了するには、次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --setup_cq_fts

注注注注注注意意意意意意: ClearQuest Web クライアント ユーザーは、バッチ インデックス付け中に全文検索
を使用できますが、バッチ インデックス付けが終了するまで、結果は完全な形になりま
せん。

5) Windows サービスにおいて、IBM WebSphere Application Server V6.1 –
cqsearchprofile というサービスを見つけて、Startup type を Manual から
Automatic に変更します。これによって、Solr とレコード インデクサの両方がシステ
ム リブート時に自動的に開始されるようになります。

UNIX   または   Linux   オペレーティング     システム  :  

1) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --init_cq_fts

このコマンドが完了すると、ClearQuest スキーマに関連する構成データが C:
¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥ に置かれます。

2) C:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥Entity-TextSearch-SAMPL.txt ファイルを
編集します。レコード タイプごとに、表示フィールドとして使用するフィールドを選択
し、そのフィールドの前にアンパサンド ( & ) を追加します。例えば、次のように変更
します。

Customer=Attachment,CallTrackingID,...,Name,Phone,...
Defect=Attachmets,Description,Headline,Keywords,...
Email_Rule=Action_Types,Actions,...,Name,Operator_Value,...
Project=Description,Name,dbid,...

変更後:

Customer=Attachment,CallTrackingID,...,&Name,Phone,...
Defect=Attachmets,Description,&Headline,Keywords,...
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Email_Rule=Action_Types,Actions,...,&Name,Operator_Value,...
Project=Description,&Name,dbid,...

アンパサンドを付けることで、このレコード タイプについて、このフィールドの値を全
文検索結果に表示するよう、ClearQuest Web に対して指示します。

レコード タイプごとにフィールド名を選択する必要はありません。dbid フィールド
が、デフォルトの表示フィールドです。この表示フィールドは、データにインデックス
を付け直さすことなく、後でいつでも変更できます。詳しくは、シナリオ『既にイン
デックスが付いているレコード     タイプの表示フィールドを変更する  』の説明を参照して
ください。

注注注注注注意意意意意意: ClearQuest 実動データベースで ClearQuest 全文検索をセットアップした場合、表示
フィールドの選択だけでなく、インデックスを付けるレコード タイプと関連フィールド
も選択することになります。たとえば、レコード タイプ Email_Rules にインデック
スを付けたくない場合は、このタイプをリストから削除してください。レコード タイプ
Customer に対して、Name と Phone の 2 つのフィールドのみにインデックスを付ける
には、 その他のフィールドを削除して、これらのフィールドは残します。

3) C:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイ
ルを編集して、XML タグ <updateIndexDelay> の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue required="no">10</newValue>
これによって、更新モードのインデックス付け延期期間のデフォルト値が、10 分 (600
秒) から 10 秒に変更されます。これは、ClearQuest レコードに加えた変更が全文検索結
果に表示されるまでに最大 10 秒 (10 分ではなく) かかることを意味します。

注注注注注注意意意意意意: 実動での使用時には、このような低い値は設定しないことをお勧めします。これ
を行うと、ClearQuest データベースへのログオンとログオフの各呼び出しが過度に行わ
れることになり、CPU、メモリ、データベースのリソースが消費されます。

4) 次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --setup_cq_fts

5) Windows ホスト コンピュータの場合、実行しなければならない指示があります。この指
示は、/CQ.Search/TextSearch_SAMPL/EnablingCQWebFTS.txt ファイルに記載
されており、以下のような内容になります。

a. Windows で、C:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥ ディレクトリを作成します 

b. 新しく作成した Windows ディレクトリに、次の 2 つのファイルをコピーします:
/CQ.Search/TextSearch_SAMPL/CQ-TextSearch-SAMPL.xml、/CQ.Search/
TextSearch_SAMPL/cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml

c. Windows システムから、次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome /CQ.Search --
enable_cqweb_fts

6) UNIX または Linux コンピュータに戻って、ステップ 4 を再実行してデプロイメントを
完了します。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome /CQ.Search --setup_cq_fts

注注注注注注意意意意意意: ClearQuest Web クライアント ユーザーは、バッチ インデックス付け中に全文検索
を使用できますが、バッチ インデックス付けが終了するまで、結果は完全な形になりま
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せん。

7) 上記のコマンドが完了したら、UNIX/Linux のデーモン要件に基づいて、デーモンの開始
時にその一部として次のコマンドが実行されていることを確認します。

/opt/ibm/RationalSDLC/common/CM/profiles/cqsearchprofile/bin/
startServer.sh

これによって、Solr とレコード インデクサの両方がシステム リブート時に自動的に開
始されるようになります。

注注注注注注意意意意意意: ClearQuest 全文検索を追加のユーザー データベースにデプロイすると、
cqsearchprofile の値はそのユーザー データベースの WAS プロファイルの名前になりま
す。

Windows 実実実実実実稼稼稼稼稼稼働働働働働働環環環環環環境境境境境境ののののののユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーー デデデデデデーーーーーータタタタタタベベベベベベーーーーーースススススス上上上上上上でででででで全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索をををををを有有有有有有効効効効効効ににににににすすすすすするるるるるる
このシナリオは、最初のシナリオとほぼ同じですが、デプロイメント前の計画とデプロイメン
ト後のステップが追加される点が異なります。

このシナリオでは計画が必要となりますが、計画時間は ClearQuest スキーマと組織のポリシー
の複雑さに応じて異なります。setup_cq_fts コマンドを実行してデプロイメントを行う場合、
ClearQuest データベース内のレコードのサイズと数に応じて、数時間で終わることもあれば数日
かかることもあります。

デプロイメント前の計画  :  

全文検索のデプロイメントを確実に行うために、次のステップを行ってデプロイメントを計
画します。

1) ftshome 宛先に未使用のディスク スペースが十分にあることを確認します。この未使用
のディスク スペースは、全文検索インデックス用に必要です。未使用のディスク ス
ペースがどの程度あれば十分か、正確に調べるための規則はありません。ただし、次の
ようなガイドラインが使用できます。

a) ClearQuest データベースにレコードが 100 万個ある場合 (ステートレスの「履歴」レ
コードを除く)、未使用のディスク スペースは 7 GB 必要です。

b) ClearQuest データベースにレコードが 800 万個ある場合 (ステートレスの「履歴」レ
コードを除く)、未使用のディスク スペースは 16 GB 必要です。

インデックスのサイズは、7 GB でも 16 GB でもなく、このサイズの半分になります。
未使用のディスク スペースのインデックス サイズを 2 倍にする必要があります。そう
しないと、インデックスの最適化が失敗します。

2) オフピークの時間帯に (たとえば週末に) デプロイメントを開始します。初期バッチ イ
ンデックス付けでは、全文検索用に設定したすべてのレコード タイプを読み取るため、
このアクティビティが ClearQuest のパフォーマンスに影響を及ぼすことがあります。イ
ンデックス サイズと同様に、初期バッチ インデックス付けにかかる時間を正確に判別
するための規則はありません。ただし、次のようなガイドラインが使用できます。

a) ClearQuest データベースにレコードが 100 万個ある場合 (ステートレスの「履歴」レ
コードを除く)、初期バッチ インデックス付けには 1 日から 1 日半かかることが予
想されます。

b) ClearQuest データベースにレコードが 800 万個ある場合 (ステートレスの「履歴」レ
コードを除く)、初期バッチ インデックス付けには 2 日から 4 日かかることが予想
されます。

3) init_cq_fts コマンドの実行後に、エンティティ ファイルを検討して、検索用に設定する
レコード タイプとフィールド、および全文検索ヒット用の表示フィールドを決定しま
す。

4) setup_cq_fts コマンドを実行することで、デプロイメントの最終ステップを開始しま
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す。

デプロイメント後  :  

デプロイメントが完了した後で、C:¥CQ.Search¥dbset_userdb¥ AboutThisFTS.txt
ファイルを読みます。このファイルには、実行する必要がある重要なステップが 2 つ記載さ
れています。内容は以下のとおりです。

1) 管理者、ローカル システム、および全文検索 WAS サービス ユーザー アカウントのみ
がファイルに到達できるように、適切なアクセス制御リスト (ACL) を使用してパスワー
ド キー ファイルを保護します。保護するファイルは次のとおりです: C:¥CQ.Search
¥TextSearch_SAMPL¥key.txt

2) インフォメーション センターの「全文検索の構成と保守」セクションにある手順を使用
して、全文検索 WAS プロファイル (Solr 検索サービス) を保護します。

この全文検索インデックス付き ClearQuest ユーザー データベースに ClearQuest Web
7.1.1.x でアクセスする CM サーバーと ClearQuest Web ホストは、すべてこの WAS プロ
ファイルがホスティングする Solr 検索サービスにアクセスできなければなりません。
Solr 管理コンソールにアクセスする必要がある管理ホストもすべて、このホストにアク
セスできなければなりません。ClearQuest レプリカ作成を使用して、特定の ClearQuest
全文検索サーバー ホストを共有する場合、リモートの CM サーバーと ClearQuest Web
サーバー ホストもアクセスを許可されていなければなりません。最善の結果を得るに
は、IP アドレスや、状況に応じてホスト名を使用するか、WebSphere 資料、ClearQuest
インフォメーション センター、または該当する技術情報を参照してください。

UNIX ままままままたたたたたたはははははは Linux のののののの実実実実実実稼稼稼稼稼稼働働働働働働環環環環環環境境境境境境ののののののユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーー デデデデデデーーーーーータタタタタタベベベベベベーーーーーースススススス上上上上上上でででででで全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索をををををを有有有有有有効効効効効効ににににににすすすすすするるるるるる
このシナリオは、前のシナリオに似しています。一点違うところは、UNIX と Linux では
ClearQuest ツール installutil.exe を使用できないことです。したがって、setup_cq_fts コマンドを
実行すると、Windows コンピュータでデプロイメントを完了するように指示が出されます。デ
プロイメントを開始する前に、UNIX または Linux 上の接続プロファイルと同じものを Windows
コンピュータで使用できるようにする必要があります。

ClearQuest 全文検索を Windows コンピュータにインストールする必要があります。また、IBM
Rational ClearQuest 7.1.1.x 全文検索アドミニストレーター ツールも必要です。

既既既既既既ににににににイイイイイインンンンンンデデデデデデッッッッッッククククククススススススがががががが付付付付付付いいいいいいてててててていいいいいいるるるるるるレレレレレレココココココーーーーーードドドドドド タタタタタタイイイイイイププププププのののののの表表表表表表示示示示示示フフフフフフィィィィィィーーーーーールルルルルルドドドドドドをををををを変変変変変変更更更更更更すすすすすするるるるるる
このシナリオでは、ClearQuest 全文検索を実稼働環境で使用していることを想定しています。こ
こでは、1 つ以上のレコード タイプに対して、全文検索結果の表示フィールドを変更します。

このシナリオを完了するまでに、約 5 分かかります。

1) エンティティ ファイル C:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥Entity-TextSearch-
SAMPL.txt を編集します。変更するレコード タイプごとに、レコードを見つけます。
アンパサンド ( & ) を、古いフィールド名から新しいフィールド名に移動します。レ
コード タイプが持つことができる表示フィールドは、1 つだけです。

2) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --
update_fts_prop_files --enable_cqweb_fts

これで、2 つのコマンドがリスト順に実行されます。最初に、ClearQuest 検索プロパティ
XML ファイルが更新されます。次に、更新されたプロパティ XML ファイルを ClearQuest
Web GUI が受け取り、新規フィールドへの対応を開始します。

ClearQuest Web ユーザーが変更を確認するには、ClearQuest Web からログオフして、再度ログオ
ンする必要があります。

注注注注注注意意意意意意: ClearQuest ユーティリティ installutil.exe は UNIX や Linux のオペレーティング システムで
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は使用できないため、Windows コンピュータでステップを行うよう、enable_cqweb_fts コマンド
によって指示されます。これには、Windows 上に全文検索コンポーネントをインストールし
て、同じ ClearQuest 接続プロファイルを Windows で作成しておく必要があります。

追追追追追追加加加加加加ユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーー デデデデデデーーーーーータタタタタタベベベベベベーーーーーースススススス上上上上上上でででででで全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索をををををを有有有有有有効効効効効効ににににににすすすすすするるるるるる
このシナリオでは、Marvel という ClearQuest データベース接続があり、XMEN という
ClearQuest ユーザー データベース名を持ち、2 番目の ClearQuest データベース上に全文検索をデ
プロイすることを想定しています。このプロセスは、これまでのシナリオとほぼ同じですが、
全文検索の初期化中に行う必要がある追加ステップが 1 つある点が異なります。

任意の ClearQuest データベースで使用した場合、このシナリオを完了するまでに約 10 分かかり
ます。

1) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset Marvel
--userdb XMEN --ftshome C:¥CQ.Search --init_cq_fts --
create_fts_was_profile automatic

これによって、標準的な init_cq_fts コマンドが実行され、その後に create_fts_was_profile コ
マンドが実行されます。これにより、cqsearch_ Marvel_XMEN という新規 WAS プロファイ
ルが作成されます。このデプロイメントに関連する構成データとファイルが、C:
¥CQ.Search¥Marvel_XMEN¥ に置かれます。

Windows システムでは、 automatic パラメータによって、システムの再始動時に Windows
サービスが自動的に開始されます。UNIX システムまたは Linux システムでは、このパラ
メータは無視されます。

このコマンドが完了すると、このデプロイメントで実行される後続のコマンドすべてにおい
て、任意のユーザー データベースで実行されているかのような整合性が保たれます。したがっ
て、これらのコマンドがこのデプロイメントに影響を及ぼすのは、ClearQuest データベース
セット Marvel とユーザー データベース XMEN がコマンド行に指定された場合のみです。

検検検検検検索索索索索索可可可可可可能能能能能能ななななななイイイイイインンンンンンデデデデデデッッッッッッククククククスススススス付付付付付付ききききききレレレレレレココココココーーーーーードドドドドド タタタタタタイイイイイイププププププををををををデデデデデデププププププロロロロロロイイイイイイメメメメメメンンンンンントトトトトトにににににに追追追追追追加加加加加加すすすすすするるるるるる
このシナリオでは、ClearQuest 全文検索がデプロイされており、デプロイメント中に 1 つ以上の
レコード タイプが除外されていたか、デプロイメント後に ClearQuest スキーマに新規レコード
タイプを追加されていたために、それらの新規レコード タイプで検索を行えるようにする必要
がある、という状況を想定しています。

このシナリオでは、計画が多少必要になります。追加するレコード タイプごとに、どのフィー
ルドにインデックスを付けるか、どのインデックス付きフィールドを表示タイプにするか、な
どを決定する必要があります。計画が完了したら、これらのステップには約 5 分かかります。
ただし、レコード タイプを追加するコマンドを実行する場合、影響を受けるレコードのサイズ
と数によって、数分で終わることもあれば数日かかることもあります。

1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ <addRecordType>
の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue required="no">Wolverine=Affiliations,AlterEgo,
&amp;Name,Species,Team</newValue>
フィールド名 Name の前に &amp; が追加されたことに注意してください。これは、アンパ
サンド文字 ( & ) の XML エンコードで、表示フィールドの選択方法を示しています。

注注注注注注意意意意意意: 複数のレコード タイプを追加するには、セミコロン ( ; ) を使用してください。例え
ば、次のようになります。
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<newValue
required="no">Wolverine=Affiliations,AlterEgo,&amp;Name,Species,T
eam;Storm=Affiliations,AlterEgo,&amp;Name,Species,Team</newValue>

2) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --add_record_type

add_record_type コマンドは、複数のコマンドで構成され、ステートフルです。このコマン
ドを停止した場合、またはエラーによって停止してしまった場合に再実行すると、停止され
た場所から開始され、完了するまで継続されます。

3) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、ステップ 1 で XML タグ
<addRecordType> に追加したレコード タイプを削除します。

新しく追加されたレコード タイプを ClearQuest Web ユーザーが確認するには、ClearQuest から
ログオフしてから再度ログオンする必要があります。

イイイイイインンンンンンデデデデデデッッッッッッククククククスススススス付付付付付付ききききききレレレレレレココココココーーーーーードドドドドド タタタタタタイイイイイイププププププをををををを削削削削削削除除除除除除ししししししてててててて、、、、、、検検検検検検索索索索索索不不不不不不能能能能能能ににににににすすすすすするるるるるる
このシナリオでは、ClearQuest 全文検索がデプロイされており、検索インデックスからインデッ
クス付きレコード タイプを 1 つ以上削除する必要がある、という状況を想定しています。

任意の ClearQuest データベースで使用した場合、このシナリオを完了するまでに約 10 分かかり
ます。

レコード タイプ Wolverine にインデックスが付いていて、これをインデックスから削除する
必要がある、という状況を想定しています。

1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<removeRecordType> の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue required="no">Wolverine</newValue>
注注注注注注意意意意意意: 複数のレコード タイプを削除するには、セミコロン ( ; ) を使用してください。例え
ば、次のようになります。

<newValue required="no">Wolverine;Storm</newValue>
2) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --
remove_record_type

remove_record_type コマンドは、複数のコマンドで構成され、ステートフルです。このコマ
ンドを停止した場合、またはエラーによって停止してしまった場合に再実行すると、停止さ
れた場所から開始され、完了するまで継続されます。

3) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、ステップ 1 で XML タグ
<removeRecordType> に追加したレコード タイプを削除します。

新しく追加されたレコード タイプを ClearQuest Web ユーザーが確認するには、ClearQuest から
ログオフしてから再度ログオンする必要があります。

イイイイイインンンンンンデデデデデデッッッッッッククククククススススススななななななししししししフフフフフフィィィィィィーーーーーールルルルルルドドドドドドををををををイイイイイインンンンンンデデデデデデッッッッッッククククククスススススス付付付付付付ききききききレレレレレレココココココーーーーーードドドドドド タタタタタタイイイイイイププププププにににににに追追追追追追加加加加加加すすすすすするるるるるる
このシナリオでは、ClearQuest 全文検索がデプロイされており、元々はインデックスを付けてい
なかった 1 つ以上のフィールドをレコード タイプに追加する必要がある、という状況を想定し
ています。これは、ClearQuest スキーマに変更を加えた (新規フィールドがレコード タイプに追
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加された) ことが原因であるか、あるいは全文検索のデプロイ時に、追加する必要があるフィー
ルドに元々インデックスを付けていなかったことが原因である可能性があります。

このシナリオを完了するには数時間から数日かかるため、何らかの計画が必要になります。こ
のステップには、約 5 分かかります。ただし、レコード タイプを実際に削除するコマンドを実
行する場合、影響を受けるレコードのサイズと数によって、数分で終わることもあれば数日か
かることもあります。

Abilities フィールドのないレコード タイプ Wolverine にインデックスが付けいており、そ
のフィールドを追加する必要がある、という状況を想定しています。

1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<removeRecordType> の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue required="no">Wolverine</newValue>
複数のレコード タイプを追加するには、セミコロン ( ; ) を使用してください。例えば、次
のようになります。

<newValue required="no">Wolverine;Storm</newValue>
2) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ <addRecordType>
の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue
required="no">Wolverine=Abilities,Affiliations,AlterEgo,&amp;Name
,Species,Team</newValue>

複数のフィールドを区切るには、セミコロン ( ; ) を使用してください。

3) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。このコマンドは、最初にレコード タ
イプをいったん削除してから、新規フィールドを加えて再度追加します。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --
remove_record_type --add_record_type

remove_record_type コマンドは、複数のコマンドで構成され、ステートフルです。このコマ
ンドを停止した場合、またはエラーによって停止してしまった場合に再実行すると、停止さ
れた場所から開始され、完了するまで継続されます。

4) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<removeRecordType> と <addRecordType> に追加したレコード タイプを削除します。

イイイイイインンンンンンデデデデデデッッッッッッククククククスススススス付付付付付付ききききききフフフフフフィィィィィィーーーーーールルルルルルドドドドドドををををををイイイイイインンンンンンデデデデデデッッッッッッククククククスススススス付付付付付付ききききききレレレレレレココココココーーーーーードドドドドド タタタタタタイイイイイイププププププかかかかかからららららら削削削削削削除除除除除除すすすすすするるるるるる
このシナリオでは、ClearQuest 全文検索がデプロイされており、インデックス付きレコード タ
イプからインデックス付きフィールドを 1 つ以上削除する必要がある、という状況を想定して
います。ClearQuest スキーマを変更した場合、または組織のポリシーによってそれらのフィール
ドでの検索を許可したくない場合、などが該当します。

このシナリオを完了するには数時間から数日かかるため、何らかの計画が必要になります。こ
のステップには、約 5 分かかります。ただし、レコード タイプを削除して再度追加するコマン
ドを実行する場合、影響を受けるレコードのサイズと数によって、数分で終わることもあれば
数日かかることもあります。

Abilities というフィールドを今後検索できないように、レコード タイプ Wolverine から削
除する、という状況を想定しています。
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1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<removeRecordType> の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue required="no">Wolverine</newValue>
複数のレコード タイプを削除する場合、それらを区切るにはセミコロン ( ; ) を使用して
ください。

2) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ <addRecordType>
の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue
required="no">Wolverine=Affiliations,AlterEgo,&amp;Name,Species,T
eam</newValue>

ここでの目的は、オリジナルのフィールドは一覧表示するが、インデックスが付かないよう
に Abilities フィールドを除外する、ということです。

3) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。このコマンドは、最初にレコード タ
イプをいったん削除してから、新規フィールドを加えて再度追加します。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --
remove_record_type --add_record_type

remove_record_type コマンドは、複数のコマンドで構成され、ステートフルです。このコマ
ンドを停止した場合、またはエラーによって停止してしまった場合に再実行すると、停止さ
れた場所から開始され、完了するまで継続されます。

4) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<removeRecordType> と <addRecordType> に追加したレコード タイプを削除します。

ロロロロロローーーーーードドドドドド ババババババラララララランンンンンンシシシシシシンンンンンンググググググさささささされれれれれれたたたたたた CM ササササササーーーーーーババババババーーーーーーをををををを利利利利利利用用用用用用ししししししててててててユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーー デデデデデデーーーーーータタタタタタベベベベベベーーーーーースススススス上上上上上上でででででで全全全全全全文文文文文文
検検検検検検索索索索索索をををををを有有有有有有効効効効効効ににににににすすすすすするるるるるる

このシナリオは、ロード バランシングされた変更管理 (CM) サーバーを含む環境向けです。IBM
Rational ClearQuest 7.1.1.x 全文検索アドミニストレーター ツールを使用すると、ロード バランシ
ングされた ClearQuest Web セットアップにおいて、管理上の介入や特殊なセットアップを行う
ことなく、全文検索を機能させることができます。これは、XML タグ <ftsServerName> の値に
よって有効になります。このタグは、全文検索プロパティの XML ファイルで設定されます。こ
の XML ファイルによって、全文検索サーバーの検出と通信を行う方法と場所を、ロード バラ
ンシングされたすべての CM サーバーに指示します。

MultiSite 環環環環環環境境境境境境でででででで全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索ササササササーーーーーーババババババーーーーーーををををををセセセセセセッッッッッットトトトトトアアアアアアッッッッッッププププププすすすすすするるるるるる
このシナリオは、ClearQuest MultiSite 環境向けです。ClearQuest 全文検索サービス プロセスを 1
つのサイトにデプロイすることによって、すべてのサイトに対して ClearQuest 全文検索を有効
にします。このシナリオは、これまでのシナリオと大きな違いはありません。ただし、MultiSite
の同期によって 1 つのサイトですべてのレコードが更新されるため、そのサイトのみがすべて
のレコードの索引付けに使用される点が異なります。全文検索プロパティの XML ファイルが
(コマンド行オプション enable_cqweb_fts を指定して) ClearQuest の master_properties テーブルに
送信されると、レプリカ作成の oplog によって、すべてのサイトでこのデータを使用できるよう
になります。レプリカが作成されたサイトごとに、ローカルの master_properties で CM
サーバーがそのデータを確認すると、[全全全全全全文文文文文文] ラジオ ボタンが有効になり、XML タグ
<ftsServerName> で特定された (全文検索プロパティの XML ファイルで検出された) 全文検索
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サーバーに、すべての全文検索要求が送信されます。

MultiSite 環境でレプリカ作成、oplog、全文検索がどのように機能するかについて、詳しくは
ClearQuest インフォメーション センターを参照してください。

注意:  このシナリオは、ロード バランシングのシナリオに似ていますが、MultiSite 環境で複数
のサイトが使用される点が異なります。

複複複複複複数数数数数数ののののののユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーー デデデデデデーーーーーータタタタタタベベベベベベーーーーーースススススス用用用用用用のののののの全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索 WAS ププププププロロロロロロフフフフフファァァァァァイイイイイイルルルルルルをををををを備備備備備備ええええええたたたたたた ClearQuest
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このシナリオでは、ある時点で ClearQuest をアップグレードまたは再インストールする、2 つ以
上の全文検索 WAS プロファイルを単一のサーバー ホストで既に作成してある、という状況を
想定しています。Installation Manager は追加の全文検索 WAS プロファイルを認識しないため、
ClearQuest をアップグレードまたは再インストールしようとすると、(全文検索構成とインデッ
クス以外の) 全文検索 WAS プロファイルが失われる恐れがあります。ClearQuest のアップグ
レードまたは再インストールを行う前に、作成したすべての全文検索 WAS プロファイルをバッ
クアップして削除してください。アップグレードまたは再インストールの後に、それらのプロ
ファイルをリストアします。

このシナリオでは、現行サーバー上でカスタム デプロイしたすべての全文検索 WAS プロファ
イルをバックアップしてから削除します (Installation Manger によって管理される cqsearchprofile
は除く)。このシナリオは、全文検索デプロイメント ftshome、dbset、userdb のいずれでも実行
できます。

このプロセスは、2 つの部分に分かれています。各部分を完了するには、保持する全文検索
WAS プロファイルの数によって、数分で終わることもあれば数時間かかることもあります。通
常、全文検索 WAS プロファイルごとに、各フェーズを完了するまでに約 5 分かかります。

1) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<deleteFtsWASProfiles> の次の値を

<newValue required="no"></newValue>
以下のようにします。

<newValue required="no">true</newValue>
2) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset Marvel
--userdb XMEN --ftshome C:¥CQ.Search --prep_upgd_was_profiles E:
¥FTSBackupWASProfiles

このコマンド行オプションでは、WAS プロファイル データのバックアップを作成し、全文
検索 WAS プロファイルを削除 (デプロイ解除) します。バックアップ データは、
FTSBackupWASProfiles ディレクトリに保存されます。

3) cqtsadmin-TextSearch-SAMPL.xml ファイルを編集して、XML タグ
<deleteFtsWASProfiles> の次の値を

<newValue required="no">true</newValue>
以下のようにします。

<newValue required="no"></newValue>
これによって、リスクの高いコマンド行オプションが誤って再実行されることがなくなりま
す。

4) ClearQuest のアップグレードまたは再インストールの完了後に、コマンド プロンプトで次の
コマンドを実行して、それまでにデプロイしてバックアップした全文検索 WAS プロファイ
ルをリストアします。

cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset Marvel
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--userdb XMEN --ftshome C:¥CQ.Search --restore_was_profiles E:
¥FTSBackupWASProfiles

新しくアップグレードまたはインストールした ClearQuest 製品の場合と同様に、ClearQuest の
アップグレードをロールバックする場合 (たとえば、アップグレードが失敗または不適切である
場合など) は、この restore_was_profiles ステップを実行してください。

実実実実実実稼稼稼稼稼稼働働働働働働環環環環環環境境境境境境ににににににああああああるるるるるる英英英英英英語語語語語語以以以以以以外外外外外外ののののののユユユユユユーーーーーーザザザザザザーーーーーー デデデデデデーーーーーータタタタタタベベベベベベーーーーーースススススス上上上上上上でででででで全全全全全全文文文文文文検検検検検検索索索索索索をををををを有有有有有有効効効効効効ににににににすすすすすするるるるるる
このシナリオは、ClearQuest データベースが英語である場合に ClearQuest 全文検索をデプロイす
る場合と同じものです。一点違うところは、コマンド行オプション init_cq_fts が完了した後
で、schema.xml ファイルを編集して言語を設定するところです (developerWorks の第 4 部「他の
言語を使用したカスタマイズ (Customize to use different languages)」に説明が記載されていま
す)。

1) コマンド プロンプトで、次のコマンドを実行します。
cqperl cqtsadmin.pl --username admin --password "" --dbset
TextSearch --userdb SAMPL --ftshome C:¥CQ.Search --init_cq_fts

2) developerWorks 第 4 部の説明に基づいて、言語設定が ClearQuest データベースの言語と一致
するように C:¥CQ.Search¥TextSearch_SAMPL¥Solr¥solr¥config¥schema.xml
ファイルを編集します。たとえば、ClearQuest データベースのネイティブ言語が中国語の場
合、中国語のアナライザを使用するように schema.xml を編集します。スペイン語の場合
は、スペイン語のアナライザを使用するように schema.xml を編集します。

3) デプロイメントを続行します。この資料に記載されたその他のコマンド行オプションも、す
べて使用できます。
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